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編集　筑北村総務課
〒399-7501
長野県東筑摩郡筑北村西条 4195 番地
電話　0263-66-2111
FAX　0263-66-3370
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp

筑北村の人口
総人口 4,920 人

男 2,416 人

女 2,504 人

戸　数 1,888 戸

（平成27年10月31日現在）
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普
通
会
計
の
決
算
状
況 

　

普
通
会
計
（
自
治
体
間
の
財
政

比
較
の
た
め
、
統
計
上
統
一
的
に
用

い
ら
れ
る
会
計
区
分
。
筑
北
村
に

お
い
て
は
、
一
般
会
計
と
バ
ス
会
計
が

含
ま
れ
ま
す
。）
で
は
、
歳
入
総
額

46
億
１
，
４
６
２
万
１
千
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
44
億
５
９
４
万
４
千
円
で
、

２
億
８
６
７
万
７
千
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

　

歳
入
は
、
主
に
国
庫
支
出
金
、
地

方
債
な
ど
が
増
加
し
、
前
年
度
に
比

べ
２
億
６
，
９
８
２
万
６
千
円
（
6
・

2
％
）
増
加
し
ま
し
た
。

【
村
税
】

　

主
に
村
民
税
（
個
人
）
及
び
た
ば

こ
税
の
減
収
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

４
２
５
万
１
千
円
（
１・０
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

歳
出
の
状
況

　

歳
出
は
、
主
に
普
通
建
設
事
業
費

な
ど
が
増
加
し
、
前
年
度
に
比
べ
２

億
２
，
２
０
３
万
円
（
5
・
3
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

【
人
件
費
】

　

特
別
職
給
料
及
び
社
会
保
険
料

の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

８
０
８
万
８
千
円
（
1
・
0
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

【
公
債
費
】

　

近
年
の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ
り
地

方
債
現
在
高
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

繰
上
償
還
額
を
除
く
と
、
前
年
度
に

比
べ
３
，６
４
２
万
３
千
円
（
6・0
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

【
積
立
金
】

　

財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
減

な
ど
に
よ
り
、前
年
度
に
比
べ
６
，

７
１
９
万
１
千
円（
20・2
％
）減
少
し

ま
し
た
。

【
投
資
的
経
費
】

　

災
害
復
旧
事
業
費
は
前
年
度
に
比

べ
減
少
し
ま
し
た
が
、
普
通
建
設
事

業
費
が
大
型
事
業
（
本
城
庁
舎
改
修
、

学
校
体
育
館
機
能
強
化
）
の
実
施
な

ど
に
よ
り
増
加
し
た
た
め
、
全
体
と

し
て
２
億
９
，８
４
６
万
円
（
79・7
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

【
地
方
交
付
税
】

　

普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
と

も
に
減
少
し
、
前
年
度
に
比
べ
４
，

３
９
８
万
５
千
円
（
1
・
7
％
）
減

少
し
ま
し
た
。

【
国
庫
支
出
金
】

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
に

よ
る
補
助
事
業
（
小
・
中
学
校
の

体
育
館
機
能
強
化
工
事
な
ど
）
の

増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
８
，

９
８
３
万
５
千
円
（
43
・
4
％
）
増

加
し
ま
し
た
。

【
繰
入
金
】

　

村
債
の
繰
上
償
還
の
た
め
に
取
り

崩
し
た
減
債
基
金
の
減
少
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
１
，
５
８
８
万
円

（
50
・
9
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

【
地
方
債
】

　

合
併
特
例
債
及
び
全
国
防
災
事
業

債
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

２
億
２
，
２
９
９
万
３
千
円
（
78
・
9

％
）
増
加
し
ま
し
た
。

平成26年度の主な事業（目的別の内訳）
総務費

（10億807万5千円）

・本城庁舎改修事業
・高速情報通信網整備事業
・定住促進助成事業

商工費
（7,975万9千円）

・住宅リフォーム等補助事業
・観光施設整備事業
・商工指導事業補助金

民生費
（9億3,948万円）

・結婚、出生祝い金
・坂北保育園改修事業（H25繰越）
・障害者・乳幼児等福祉医療費
・福祉、子育て世帯臨時給付金

土木費
（2億4,311万6千円）

・村道宮ノ前線、向原線、学校線、
みどり町北沢線改良事業
・道路ストック総点検事業
・橋梁修繕事業　・村営住宅修繕事業

衛生費
（4億2,090万4千円）

・各種検診、予防接種等
・太陽光発電設置補助事業
・可燃、不燃、資源物等処理費

消防費
（1億7,789万5千円）

・消防車（軽積載車1台）整備事業
・ヘリポート建設事業（H25繰越）
・防犯灯新設、修繕事業

農林水産業費
（3億4,056万1千円）

・鳥獣被害防止対策事業
・水路改修事業
・松枯損木伐採委託事業

教育費
（5億4,535万円）

・体育館等防災機能強化事業
・閉校記念誌等作成委託事業
・坂北小学校給食棟増築事業
・文化財施設補修事業

議会費（6,491万7千円）　　災害復旧費（61万9千円）　　公債費（5億8,526万8千円）
合計44億594万4千円

村税
4億837万4千円
（8.9％）

依存財源
37億8,715万9千円
（82.1％）

自主財源
8億2,746万2千円
（17.9％）

(　)内構成比

歳入総額　46億1,462万1千円
《歳入の内訳》

分担金・負担金
3,903万5千円
（0.8％）

使用料・手数料
1億1,200万8千円
（2.4％）

繰入金
1,534万7千円
（0.3％）

地方債
5億566万1千円
（11.0％）

県支出金
2億8,776万5千円
（6.2％）

国庫支出金
2億9,703万2千円
（6.4％）

その他交付金等
6,402万3千円
（1.4％）

繰越金
1億6,088万1千円
（3.5％）

財産収入・寄付金・諸収入
9,181万7千円
（2.0％）

地方譲与税
5,370万5千円
（1.2％）

地方交付税
25億7,897万3千円
（55.9％）

人件費
8億610万3千円
（18.3％）
扶助費
3億6,295万2千円
（8.2％）

繰出金
5億9,639万6千円
（13.5％）

投資・出資・貸付金
9万3千円
（0.0％）

積立金
2億6,546万円
（6.0％）

維持補修費
6,907万5千円
（1.6％）

物件費
7億370万円
（16.0％）

災害復旧事業費
61万9千円
（0.0％）

公債費
5億8,526万8千円
（13.3％）
普通建設事業費
6億7,234万9千円
（15.3％）

投資的経費
6億7,296万8千円
（15.3％）

その他の経費
19億7,865万3千円
（44.9％）

(　)内構成比

義務的経費
17億5,432万3千円
（39.8％）

補助費
3億4,392万9千円
（7.8％）

歳出総額　44億594万4千円
《歳出の内訳》（性質別）

平
成
26
年
度
決
算
の
状
況 

平
成
26
年
度
決
算
が
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た



5 4

 
特
別
会
計
の
決
算
状
況 

　

特
別
会
計
で
は
、
全
会
計
に
お
い

て
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
主
な
支
出
内
容
は
、

と
く
ら
温
泉
施
設
で
は
、
指
定
管
理

料
の
他
、
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍
冷
蔵
庫
の

入
替
工
事
な
ど
、
差
切
峡
温
泉
施
設

で
は
、
客
室
や
大
広
間
の
FF
温
風
暖

房
機
の
購
入
な
ど
、
冠
着
温
泉
施
設

で
は
、
指
定
管
理
料
の
他
、
雨
樋
や

エ
レ
ベ
ー
タ
の
修
繕
工
事
な
ど
、
簡

易
水
道
事
業
で
は
、
六
工
ポ
ン
プ
室

改
良
修
繕
工
事
や
浄
水
場
等
の
ポ
ン

プ
修
繕
な
ど
、
集
落
排
水
事
業
で
は
、

東
条
処
理
施
設
の
機
能
強
化
事
業
に

係
る
防
水
防
食
工
事
な
ど
、
合
併
浄

化
槽
事
業
で
は
、
合
併
浄
化
槽
６
基

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
は
、
全
体
で
６
億
１
，
８
３
２

万
２
千
円
（
バ
ス
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
２
，
１
９
２
万
６
千
円
を

含
む
）
と
な
り
ま
し
た
。

《特別会計歳入歳出決算額の状況》

特別会計名 歳 入 決 算 額
①

歳 出 決 算 額
②

差　引　額
③（①－②）

繰越財源
④

実質収支額
③－④

公
営
事
業

国 民 健 康 保 険 7億8,586万2千円 7億8,009万5千円 576万7千円 576万7千円

国民健康保険診療所 6,749万円 6,367万4千円 381万6千円 381万6千円

後 期 高 齢 者 医 療 6,239万7千円 6,214万4千円 25万3千円 25万3千円

介 護 保 険 7億7,023万7千円 7億5,521万8千円 1,501万9千円 1,501万9千円

公
営
企
業

宅 地 造 成 事 業 78万3千円 61万8千円 16万5千円 9万7千円 6万8千円

と く ら 温 泉 施 設 1,494万6千円 1,485万3千円 9万3千円 9万3千円

差 切 峡 温 泉 施 設 3,427万7千円 3,145万8千円 281万9千円 281万9千円

冠 着 温 泉 施 設 3,354万8千円 3,322万3千円 32万5千円 32万5千円

簡 易 水 道 事 業 2億1,890万2千円 2億342万5千円 1,547万7千円 1,309万円 238万7千円

集 落 排 水 事 業 1億8,061万8千円 1億7,962万7千円 99万1千円 99万1千円

合 併 浄 化 槽 事 業 7,377万3千円 7,250万5千円 126万8千円 126万8千円

合　　　　　　計 22億4,283万3千円 21億9,684万円 4,599万3千円 1,318万7千円 3,280万6千円

会　　　計　　　名 地 方 債 残 高 住民１人当たり

一 般 会 計 39億975万3千円 78万9千円

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 71万2千円 0千円

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 465万6千円 1千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 10億8,660万円 21万9千円

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 10億8,183万3千円 21万8千円

合 併 浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3億5,205万4千円 7万1千円

合 計 64億3,560万8千円 129万8千円

※住民１人当たりの金額は、平成26年度末の住基人口（4,958人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

住民１人当たり１29 万 8 千円で、前年度に比べ 1 万 4 千円減少しました。
地方債（借金）残高の状況

住民１人当たり61 万 5 千円で、前年度に比べ 5 万 3 千円増加しました。
基金（貯金）残高の状況

基　　　金　　　名 基　金　残　高 住民１人当たり

財 政 調 整 基 金 22 億 2,835 万 4 千円 44 万 9 千円

減 債 基 金 4 億 2,839 万 8 千円 8 万 6 千円

地 域 福 祉 基 金 1 億 5,910 万円 3 万 2 千円

ふ る さ と 水 と 土 保 全 基 金 900 万円 2 千円

ふ る さ と づ く り 基 金 215 万 6 千円 0 千円

地 域 振 興 基 金 1 億 6,136 万 8 千円 3 万 3 千円

国 民 健 康 保 険 財 政 調 整 基 金 6,000 万 7 千円 1 万 2 千円

簡 易 水 道 事 業 基 金 175 万 5 千円 0 千円

簡 易 水 道 減 債 基 金 81 万 7 千円 0 千円

合 計 30 億 5,095 万 5 千円 61 万 5 千円

※住民１人当たりの金額は、平成26年度末の住基人口（4,958人）で算出しています。
※「0千円」という表記は、千円未満の金額があることを表しています。

筑 北 村 の 財 政 指 標
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、平成 26 年度決算の健全化判断
比率と公営企業の資金不足比率を公表します。

≪健全化判断比率の状況≫
指　標　名 H26 H25 早期健全化基準 財政再生基準 説　　　　　　　　　明

実 質
赤 字 比 率 － － 15.00％ 20.00％

普通会計の赤字の割合を示す指標。
赤字がありませんので数値が入りま
せん。

連 結 実 質
赤 字 比 率 － － 20.00％ 30.00％

特別会計も含めた全ての会計の赤字
の割合を示す指標。全会計で赤字が
ありませんので数値が入りません。

実 質 公 債
費 比 率 8.0％ 9.5％ 25.0％ 35.0％

公債費（借金返済額）やそれに準じる
経費の財政に対する負担の程度を示す
指標。近年の繰上償還により地方債現
在高が減少していることや元利償還金
が減少傾向にあることなどから、対前
年度比で 1.5％減少となりました。

将 来 負 担
比 率 － － 350.0％

一般会計等の公債費のほか将来的に
支出が見込まれる経費の財政規模に
占める割合を示す指標。前年度と同
様に、将来負担額に対して充当可能
な財源等が上回る結果となり、数値
なしとなりました。

≪資金不足比率の状況≫
　この指標は、公営企業会計（全部で７会計）の資金不足の状況を示すものですが、資金不足を生
じている会計はありませんでした。　※全会計「数値なし」
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筑北村は
11月中旬から
送付開始

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通知カードは住民の方々にマイナンバー（個人番号）を通知する
紙製のカードで、住民票を有する全ての住民の方に簡易書留により
郵送されます。役場などの各手続きに使用したり、個人番号カード
の交付を受けるときにも必要となりますので、受け取られた通知
カードはなくさないように大切にしてください。
個人番号カード申請方法

通知カードとともに送付される個人番号カード交付申請書により
申請すると、平成 28 年１月から個人番号カードの交付を受けるこ
とができます。

申請方法については以下①～③のいずれかの方法で申請いただけ
ます。
① 郵便による申請

個人番号カードの交付申請書にご本人の顔写真を貼り、返信用
封筒に入れて郵便ポストへ投函。

② スマートフォンによる申請
スマートフォンで顔写真を撮影し申請用ウェブサイトからオン
ラインで申請。

③ パソコンによる申請
デジタルカメラで顔写真を撮影し申請用ウェブサイトからオン
ラインで申請。

最近、マイナンバー制度を「かたって」不正な勧誘や個人情報の取得を行おうとする電話、メー
ル、手紙、訪問等に関する情報が寄せられています。このような不審な電話、メール、手紙、訪
問等には十分注意し、内容に応じて、前頁で掲載している相談窓口をご利用ください。

○マイナンバーの利用範囲は、法律で、社会保障、税、災害対策の３つの行政分野に限られてお
り、原則、顔写真付きの身分証明証などで本人確認を徹底することになっています。 

○マイナンバー（個人番号）や、口座番号などを電話などで聞くことはありません。不審な電話
やメールはすぐに切るか無視してください。このようなことがあった場合記載している相談窓
口へ連絡ください。

《マイナンバー制度全般のご相談はこちら》
●内閣府 マイナンバー専用コールセンター 　0570 － 20 － 0178
　※平日 9:30 ～ 22:00 土日祝日（年末年始を除く）9:30 ～ 17:30

《通知カードや個人番号カードのご相談はこちら》
●総務省 個人番号カードコールセンター　　 0570 － 783 － 578
　※平日 8:30 ～ 22:00 土日祝日（年末年始を除く）9:30 ～ 17:30

《不審な電話などを受けたらこちら》
●消費者ホットライン　　188（いやや！）
　※原則、最寄りの市区町村の消費生活センターや消費生活相談窓口などをご案内します。
　　相談できる時間帯は、相談窓口により異なります。 

《詐欺など被害に遭われたらこちら》
●警察相談専用電話　　　＃ 9110 
　　又は最寄りの警察署まで
　※＃ 9110 は、原則、平日の 8:30 ～ 17:15
　（各都道府県警察本部で異なります。土日祝日・ 時間外は、24 時間受付体制の一部の県警

を除き、当直又は留守番電話で対応）
《マイナンバーを含む個人情報（特定個人情報）取扱に関する苦情はこちら》
●特定個人情報保護委員会 苦情あっせん相談窓口　03 － 6441 － 3452
　※平日 9:30 ～ 12:00、13:00 ～ 17:30
☆ 村でもマイナンバーに関するお問合せに対応します。
筑北村役場　総務課・住民福祉課　66 － 2111 まで

この部分が

通知カード

この部分が

交付申請書

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や
個人情報の取得にご注意ください !!

ご注意ください！！

●マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続で、

・国の関係省庁や地方自治体などが、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産の情報、家族構成
や年金・保険の情報などを聞いたり、お金やキャッシュカードを要求したりすることは一切あ
りません。

・ATM の操作をお願いすることも一切ありません。こうした内容の電話や手紙、訪問には応じ
ないでください。

● 電話、メール、訪問などにより、マイナンバーの安全管理対応の困難さなどを過度に誇張した
商品販売や不正な勧誘などには十分注意してください。

● マイナンバーの関連であることをかたったメールが送られてきた場合、自分の勤務先など送付

者が明らかなものを除き、安易に開封しないよう、注意してください。

● 「なりすまし」の郵送物にご注意ください！
・マイナンバーは、「通知カード個人番号カード交付申請書在中」、「転送不要」と赤字で書かれ

た封筒に入って、簡易書留で各世帯に郵送されます。普通郵便でポストに入っていることはあ

りません。また、配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたりすることもあり

ません。

・個人番号カードの交付申請の返信用封筒には、顔写真や個人情報を含んだ申請書を入れて、返

信いただくことにしています。返信用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム 機構」であるか、

ご確認ください。個人番号カードの交付申請書に口座番号などを記載することはありません。
● 「あなたの名前やマイナンバーを貸してほしい」といった依頼は詐欺の手口です。こうした手

口で、人を欺くなどして、他人のマイナンバーを取得することは法律により罰せられます。な

お、不正な提供依頼を受けて自分のマイナンバーを他人に教えてしまっても、刑事責任を問わ
れることはありません。
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介護保険通信 No.3
１．介護保険制度の改正について

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができることを目的に、地域と医療機関、行政が一
体となり協力し合いながら支えていく事業が、平成 30 年４月までに導入されます。今後、地域住
民の方々にも「高齢者の生活支援・介護予防の充実を促進する事業」等でご協力いただきたいと思
います。（詳しくは次回よりご説明します。）

２．輝きさん（村のお元気なお年寄りをご紹介します）
若林さんは、安曇野市明科生まれ。25 歳

の時にお嫁に来ました。色打掛を着て聖高原
駅まで汽車に乗り、坂井の嫁ぎ先まで７キロ
の道程を歩いて来ましたが、すごく山の中で
驚かれたそうです。

とても働き者の久子さんは、若いころは昼
間は農作業をやり、夜は炭の俵を編んで売り、
仕事の合間には近所の建設会社に土木作業に
行きました。豚を飼ったこともあります。農
作業は今でも現役で、夏場は朝５時から、豆

トラ（小型耕運機）で畑を耕し、季節の野菜を作っています。
野菜作りの先生で、種を蒔く時期をご近所さんが聞きに来ることもあるそうです。一昨年肩を骨折さ

れ、これからは車椅子の生活になるだろうと、ご家族が車椅子を借り、シルバーカーを購入しましたが、
畑仕事がリハビリになり、一度も使うことがなく、完全復帰を果たしました。そんな久子さんにお話し
をお聞きしました。
①　 趣味は何ですか？
　　畑仕事。季節の野菜を作り、ご近所さんやお孫さんにあげること。人に尽くすことが生きがい。
②　楽しみにしていることは何ですか？
　　お風呂仲間と憩いの日に村バスに乗り、冠着荘へ入浴に行くこと。
　　（手作りの料理を持っていき、仲間と話をしながら食べること。）
③　毎日続けていることはなんですか？
　　日記をつけていること。（５年日記をつけていて、野菜の種をまいた日等を書き留めている。）
④　健康の秘訣は何ですか？
　　食べたいものを食べたいだけ食べること。（グラタンやピザなどチーズを使った料理が大好き。

肉も好きで、一人焼肉をするのが至福の時。）
⑤　将来の夢は何ですか？
　　元気で畑仕事を続けていくこと。（豆トラ（小型耕運機）で畑を耕し、作った野菜を人にあげて、

喜んでもらうこと。）
　　憩いの日にお風呂仲間と入浴にいくこと。（現在の生活を持続していくこと。）

夏より危険！冬の「かくれ脱水」に注意‼
冬は乾燥した気候が続きます。体にとって快適な湿度は、50 ～ 60％ですが
冬場の湿度は 50％以下になることが少なくありません。
☆室内が乾燥しない工夫をしましょう。
☆喉がかわいていなくてもこまめに水分を摂りましょう。

※ご家族や、友人に囲まれ、楽しく過ごされているライフスタイルに憧れました。
いつまでもお元気で、生活を楽しんでください。ご協力ありがとうございました。

（次回の「輝きさん」は、本城地域を予定しています。）

若
わかばやし

林　久
ひ さ こ

子さん
・坂井地域草湯在住
・大正 11 年
  11 月 23 日生まれの
  92 歳
・娘さん夫婦と３人暮

らしです。

～
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
イ
メ
ー
ジ
～

移
住
者
で
も
あ
る
私
た
ち
が
、
ど

ん
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
魅
力
的
だ
ろ

う
？
と
考
え
た
時
に
、
一
番
意
識
し

た
こ
と
は
、
移
住
希
望
者
が
本
当

に
欲
し
い
「
生
活
に
密
着
し
た
情

報
」
を
掲
載
す
る
こ
と
と
、
若
い
人

が
手
に
取
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う

な
、
親
し
み
や
す
く
て
ち
ょ
っ
と
お

し
ゃ
れ
な
見
た
目
に
す
る
こ
と
で
し

た
。
そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
全
体

の
デ
ザ
イ
ン
は
、
村
内
在
住
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
小
林
美
貴
さ
ん
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
林
さ
ん

は
、
昨
年
10
月
に
東
京
か
ら
筑
北
村

に
移
住
さ
れ
た
方
で
、
ご
自
身
の
体

験
を
活
か
せ
る
と
い
う
点
で
も
ぴ
っ

た
り
の
方
で
し
た
。（
写
真
中
央
）

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
明
る
く
温
か

み
の
あ
る
日
本
の
伝
統
色
で
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
は
、
ほ

と
ん
ど
が
小
林
さ
ん
と
大
場
隊
員
が

撮
影
し
た
も
の
で
す
。
女
性
な
ら
で

は
の
感
覚
で
、
全
体
的
に
優
し
く
柔

ら
か
い
イ
メ
ー
ジ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

～
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
～

筑
北
村
の
良
さ
や
売
り
を
、
移
住

希
望
者
に
ひ
と
言
で
分
か
り
や
す
く

伝
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
村
内
に

在
住
又
は
在
勤
の
方
を
対
象
に
、
移

住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
「
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
」
を
公
募
し
ま
し
た
。
38
名

の
方
か
ら
79
作
品
と
い
う
予
想
を
超

え
る
数
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
で

決
定
し
た
の
が
、「
ち
く
ほ
く
で　

ち
ょ
う
ど
い
い
暮
ら
し　

ほ
っ
と
す

る
暮
ら
し
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
で
す
。
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か

ら
、
不
便
す
ぎ
な
い
程
よ
い
田
舎
暮

ら
し
が
で
き
る
と
こ
ろ
を
筑
北
暮
ら

し
の
売
り
に
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
ぴ
っ
た
り
合
う
と
選
ば
れ
た
の

が
表
紙
の
写
真
で
す
。
大
あ
く
び
を

し
て
い
る
冠
着
駅
の
猫
の
ミ
イ
の
姿

に
、
ほ
っ
と
し
ま
せ
ん
か
？

～
美
味
し
い
ち
く
ほ
く
～

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
中
で
一
番
こ
だ

わ
っ
た
の
が
、
特
産
品
と
郷
土
食
の

紹
介
ペ
ー
ジ
で
す
。
食
卓
に
並
ぶ
の

は
特
別
な
料
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
や
き
や
も
え
ぎ
豆
腐
、
漬
物
な
ど
、

素
朴
な
家
庭
料
理
ば
か
り
で
す
。
温

か
く
て
懐
か
し
い
食
卓
の
感
じ
を
出

し
た
く
て
、
村
の
方
に
お
借
り
し
た

古
い
お
皿
や
塗
の
お
椀
に
盛
り
付
け

て
食
卓
を
表
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

撮
影
場
所
も
、
村
の
方
の
お
宅
の
雰

囲
気
の
い
い
お
座
敷
を
使
わ
せ
て
も

ら
い
撮
影
し
ま
し
た
。
美
味
し
そ

う
！
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
ペ
ー
ジ

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

～
移
住
者
の
声
～

実
際
に
移
住
し
た
方
の
体
験
談
は
、

移
住
希
望
者
が
一
番
欲
し
い
情
報
の

一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
移
住
者
の
方
を
紹
介
で
き
る

よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
移
住
し
た

方
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
私
た
ち

が
筑
北
村
の
良
さ
を
教
え
て
い
た
だ

く
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
は
色
々
な
方
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
手
に
取
っ
て
見
て
く
だ

さ
い
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

滝
沢
麻
理

大
場
鈴
子

移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
希
望

の
方
は
、
役
場
又
は
支
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

筑
北
村
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

筑
北
村
へ
の
移
住
に
関
す
る
情

報
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

改
訂
版
が
10
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

制
作
に
関
わ
っ
て
き
た
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
滝
沢
・
大
場
か
ら
、

改
訂
版
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

【
活
動
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
】

８
月
23
日
に
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
現
在
活
動
中
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
４
名
の
活
動
報
告
会
を
行

い
、
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
活
動
報
告
の
他
、
担
当
職
員

よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
説

明
、
質
疑
応
答
・
意
見
交
換
等
を
行

い
ま
し
た
。

【
産
業
課
協
力
隊
の
活
動
】

主
に
左
図
グ
ラ
フ
は
食
品
製
造

販
売
等
相
談
窓
口
の
相
談
案
件
で
、

85
％
は
商
品
ラ
ベ
ル
や
ポ
ッ
プ
、
ポ

ス
タ
ー
等
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン
案
件

に
集
中
し
て
お
り
、
村
内
の
食
品
製

造
販
売
事
業
の
中
心
的
な
課
題
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
商
品

デ
ザ
イ
ン
の
案
件
は
２
８
０
件
で
、

デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
ラ
ベ
ル
の
印
刷

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
4
万
枚
で
し
た
。

 

産
業
課　

田
中
浩
司

【
地
域
お
こ
し
っ
て
何
だ
ろ
う
】

「
地
域
お
こ
し
」
と
は
曖
昧
な
言

葉
で
す
。
い
っ
た
い
誰
が
何
を
す
れ

ば
正
解
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
筑
北
村
が
理
想
的
か
を
考

え
て
み
ま
す
。
人
々
が
「
こ
れ
か
ら

を
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
を
持
っ
て

暮
す
」
こ
と
が
で
き
る
「
こ
れ
か
ら

を
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
が
持
て
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
あ
れ
ば
、
き
っ

と
幸
せ
な
筑
北
村
に
な
り
そ
う
で
す
。

個
人
の
集
合
体
が
地
域
で
す
。
地

域
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
地
域
を
目
指
し
て
お
こ
す
ア
ク

シ
ョ
ン
が
、「
地
域
お
こ
し
」
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
は
ど
ん
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

お
こ
す
の
か
と
い
う
話
は
次
号
に
書

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

産
業
課　

坂
井
清
香

【
協
力
隊
の
気
持
ち
】

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
筑
北

村
で
活
動
し
、
生
活
し
て
２
年
半
。

先
日
の
活
動
報
告
会
は
、
こ
れ
ま
で

の
自
分
自
身
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
と

振
り
返
る
良
い
機
会
で
し
た
。
活
動

内
容
を
報
告
す
る
た
め
の
場
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
か

ら
、
私
が
村
の
み
な
さ
ん
に
一
番
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
自
分
が
「
何

を
し
て
き
た
か
」
で
は
な
く
、「
何

を
感
じ
て
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
発
表
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た

方
に
は
、
思
い
が
け
ず
同
情
も
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん

共
通
し
て
い
た
の
は
「
そ
ん
な
風

に
感
じ
て
い
た
ん
だ
ね
。
聞
い
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
も
の
だ
ね
。」

と
い
う
感
想
で
し
た
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
存
在

は
、
村
の
中
で
だ
い
ぶ
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
と
は
思
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
、
一
人
ひ
と
り
が
何

を
し
て
い
る
か
、
ど
う
い
う
人
な
の

か
ま
で
知
っ
て
い
る
と
い
う
方
は
少

な
い
と
感
じ
ま
す
。
今
回
の
報
告
会

を
通
じ
て
、
筑
北
村
の
協
力
隊
の
中

の
「
私
」
と
い
う
存
在
を
少
し
で
も

分
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

任
期
は
あ
と
半
年
と
短
い
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
村
の
色
々
な
方
と
一
緒

に
活
動
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

 

企
画
財
政
課　

滝
沢
麻
理

【
ち
く
ほ
く
歴
６
か
月
】

８
月
、
私
は
筑
北
村
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
な
っ
て
半
年
目
で
し
た
。

報
告
会
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
約
50

名
の
中
で
、
知
っ
て
い
る
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
の
半
年
間
で
多

く
の
人
に
出
会
え
て
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
自
己
紹
介
と
今
行
っ

て
い
る
活
動
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い

こ
と
な
ど
を
少
し
お
話
し
い
た
し
ま

し
た
。
現
在
の
活
動
は
役
場
や
村
の

方
に
頼
ま
れ
た
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
制

作
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス

ト
を
多
く
使
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
で
丁
寧

な
デ
ザ
イ
ン
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
観

光
サ
イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の

で
、
そ
ち
ら
も
楽
し
み
で
す
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
空
き
家

を
活
用
し
た
体
験
施
設
と
ア
ー
ト
を

融
合
し
た
人
が
集
ま
れ
る
場
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設

が
ど
う
村
の
人
の
た
め
に
な
る
か
？

村
外
か
ら
も
人
が
来
る
よ
う
な
魅
力

を
ど
う
作
る
か
？
い
ろ
い
ろ
な
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
通
し
て
よ

り
地
域
の
こ
と
を
知
っ
た
り
考
え
た

り
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

 

企
画
財
政
課　

大
場
鈴
子

詳
し
い
報
告
会
の
資
料
は
村
の
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ひ
と
こ
と
欄
】

手
植
え
を
し
た
り
、
除
草
剤
を
つ

か
わ
ず
草
取
り
し
た
り
、
そ
ん
な
田

ん
ぼ
の
稲
も
つ
い
に
お
米
に
な
り
ま

し
た
。
新
米
は
感
動
の
味
で
し
た
。

 

（
坂
井
）

ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
が
、「
秋
、

そ
れ
は
二
度
目
の
春
。
木
の
葉
が
花

に
な
る
時
」
と
書
い
た
紅
葉
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
田
中
）

無
事
に
、
松
本
大
学
の
地
域
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
認
定
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
共
に
学
ん
だ
仲
間

と
飲
ん
だ
認
定
祝
い
の
お
酒
は
と
っ

て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
！ 

（
滝
沢
）

10
月
10
日
～
11
日
、
本
城
の
ふ

れ
あ
い
広
場
に
て
開
催
さ
れ
たRe 

Forest cam
p 2015

と
い
う
イ
ベ

ン
ト
に
、
私
が
個
人
で
行
っ
て
い

る
「
ひ
つ
じ
部
」
と
い
う
サ
ー
ク
ル

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

羊
毛
で
羊
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

だ
っ
た
の
で
す
が
、
特
に
子
供
た
ち

の
発
想
力
は
個
性
的
で
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。 

（
大
場
）

事例発表
4件 （1％）

メディア報道
40件 （11％）

企画・デザイン
315件 （85％）

視察対応
3件 （1％）

イベント支援
8件 （2％）

平成 25年 4月～27年 8月までの合計

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

 

除
雪
機
の
整
備
を
し
ま
し
た

坂
井
地
域
の
湯
戸
坂
口
区
で
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
、宝
く
じ
の
助
成
金（
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
２
２

０
万
円
を
受
け
、
能
力
の
異
な
る
除

雪
機
を
５
台
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
、
除
雪
作
業
の

効
率
化
や
労
力
の
軽
減
が
図
ら
れ
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

 

村
の
葉
っ
ぱ
を
使
っ
て

コ
ー
ス
タ
ー
を
製
作
し
て
い
ま
す 

筑
北
村
開
発
公
社
で
は
、
村
産
業

課
の
協
力
を
得
て
筑
北
村
誕
生
十
周

年
を
記
念
し
て
旧
本
城
村
、
旧
坂
北

村
の
村
花
「
ツ
ツ
ジ
」
及
び
旧
坂
井

村
の
「
ミ
ズ
ナ
ラ
」
の
葉
や
枝
を
染

料
と
し
、
絹
糸
の
染
色
を
お
こ
な
い
、

染
色
し
た
糸
と
糸
を
紡
ぎ
合
わ
せ
る

こ
と
で
「
筑
北
村
は
一
つ
」
と
い
う

願
い
を
込
め
、
コ
ー
ス
タ
ー
製
作
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

染
料
と
な
る
葉
・
枝
の
採
取
は
七

月
四
日
、
十
五
名
の
村
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
村
内
各
地
で
「
ツ
ツ

ジ
」、「
ミ
ズ
ナ
ラ
」、「
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
」、

「
ア
ザ
ミ
」、「
キ
ハ
ダ
」
の
採
取
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
本

市
で
手
染
め
、
手
織
り
作
業
で
生
地

製
作
を
お
こ
な
っ
て
い
る
工
房
「
光

佳
染
織
」
さ
ん
に
コ
ー
ス
タ
ー
製
作

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

十
月
の
段
階
で
百
五
十
枚
の
製
作

が
終
了
し
、
合
併
記
念
式
典
へ
参
列

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
へ
記
念
品
と

し
て
配
布
し
ま
し
た
。
各
家
庭
へ
は
、

三
月
の
全
戸
配
布
時
に
お
渡
し
す
る

予
定
で
す
。
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。



糖尿病は、すい臓（インスリンを分泌する細胞）

から出てくる　インスリンが…

足りなくて
血糖が下げられない

たくさん出ていても
働きが悪くて

血糖が下げられない

高血糖への道

遺 伝

加 齢

お父さんやお母さん
に糖尿病があると、
もともとインスリン
の分泌が少なくて、
血糖を下げる力がう
まれつき弱いよ !!

60 歳を過ぎると
インスリンの分泌
量が 2/3 に少なく
なっちゃう。

食後高血糖
（食後すぐにインスリンが
出なくなり高血糖になる）

空腹時高血糖
（インスリンの基礎分泌が低下し、

空腹時も高血糖になる）

からだの
“声”に

耳を傾けるには
健診

（血液検査）を
受けることが
大切です

糖の多い血液が、血管の内皮の質を
悪くすることが続くと…

心臓　　脳　　腎臓　　に特に影響が出ます
細かい血管の通り道も閉ざします。

冬場は寒くて＜こたつ番＞
よけいに食べちゃう !! ね。

糖尿病は誰にでも
起こりうる国民病
糖尿病にならない
自信はありますか？ 運動不足

肥　満

食べすぎ

動かないとインスリンの働
きが悪くなって、筋肉で糖
が使われないから、食べて
使われなかった分は余って
脂肪になるんだね !!

脂肪細胞（内臓脂肪）から出る物質がインスリンの
働きを悪くするよ。
するとさらにインスリンを出そうと頑張るんだよ。
すい臓も働きすぎてへとへとに…
インスリンもたくさん出せなくなるよ

若いころより
太った人も注
意が必要だよ!!

筑北村の住民の食べ過ぎってどんなことだろう筑北村の住民の食べ過ぎってどんなことだろう筑北村の住民の食べ過ぎってどんなことだろう

血糖値

mg/dl
200

0

空腹時高血糖

食後高血糖

正常の人

食事 食事 食事2時間 2時間

血糖が上がりやすく、インスリン
をたくさん使う【砂糖】

住民の方からこんな声
を聞きました

Q. 砂糖ってどんな料理にどれくらいいれますか？

煮豆…豆って体にいいずら、たくさん砂糖入れなきゃいたむよ

かぼちゃ…ちった砂糖入れなきゃおいしくないね。

つけもの…塩は血圧あげるで、保存するには砂糖も入れなきゃ

しそジュース…冷たくして飲めば疲れ取れるだよ

ポテトサラダの隠し味にちょっとだけど砂糖いれる。

★ほかにもこんなお話を聞きました。

…田舎はね、から茶は飲めないだよ。私が食べないと食べてもらえないし…

よくお返しにお菓子をもらうんだけど、もっ
たいないから食べちゃうんだよね。
もらったらもらったでお返しもしなきゃいけ
ないで、どっかにいったらまた買ってきて…
うれしいけど体にとってどうなんだろう…

パンとご飯のカロリーを比
較してみると、このけんま
くご飯食べてるだね。
パンはおやつ。

水やアイスにもこんなに砂
糖入ってるだね。
孫もほしがるで買うけどい
いだかやぁ…何

か
の
機
会
に

み
ん
な
で

話
を
し
ま
せ
ん
か
？

筑
北
村
の
現
状
を
見
る
と
、

昔
と
違
う

想
定
外
の
食
生
活
事
情
が

あ
り
そ
う
で
す
。

13 12

糖尿病
シリーズでお伝えする

　糖尿病　
今回は…

どうして高血糖になるのでしょうか？



15 14

筑
北
村
地
域
振
興
券
の
利
用
期
限

は
、
平
成
28
年
１
月
10
日
（
日
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
期
限
を

過
ぎ
ま
す
と
無
効
に
な
り
、
払
い
戻

し
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
の

な
い
よ
う
振
興
券
取
扱
店
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
事
務
委
託
し
て

い
る
筑
北
村
商
工
会
か
ら
筑
北
村
地

域
振
興
券
を
ご
購
入
い
た
だ
い
た
方

の
う
ち
無
作
為
抽
出
し
た
５
０
０
名

に
「
振
興
券
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
返
信
用
封
筒
へ
入
れ

て
返
送
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今

後
の
国
県
及
び
村
、
商
工
会
事
業
の

参
考
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
筑
北
村
地
域
振
興
券
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、

　

産
業
課  

商
工
観
光
係

　
（
電
話
66–

２
１
１
１
）
又
は
、

筑
北
村
商
工
会

　
（
電
話
66–

２
４
４
４
）
ま
で　

お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
総
合
防
災
訓
練
を
10
月

18
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
村
内
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、
村

職
員
及
び
消
防
団
の
非
常
参
集
訓
練

を
行
っ
た
ほ
か
、
午
前
８
時
に
住
民

に
避
難
を
勧
告
し
、
そ
れ
ぞ
れ
各
地

区
の
一
時
避
難
場
所
に
避
難
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
状
況

等
を
常
会
長
か
ら
区
長
へ
、
区
長
か

ら
村
災
害
対
策
本
部
へ
無
線
に
よ
り

報
告
す
る
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
避

難
訓
練
の
一
例
を
紹
介
す
る
と
、
住

民
の
安
否
確
認
を
す
る
た
め
、
組
長

等
役
員
が
一
軒
、
一
軒
声
を
か
け
て

回
っ
た
地
区
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
村
で
の
総
合
防
災
訓
練
後

に
、
区
等
の
自
主
防
災
組
織
が
主
体

に
な
り
訓
練
を
実
施
し
た
地
区
も
あ

り
ま
し
た
。

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
は
、

隣
近
所
・
そ
の
地
域
で
の
助
け
合
い

が
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
日
頃

よ
り
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、

家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と
の
確
認

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、訓
練
に
参
加
・

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
27
年
10
月
10
日
（
土
）、
本

城
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
筑
北
村
合
併
10
周
年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
の
第
１
部
で
は
、
村
長
式
辞
、

議
長
挨
拶
、
来
賓
祝
辞
等
の
ほ
か
、

行
政
功
労
者
と
し
て
、
関
森
元
村
長

及
び
飯
森
前
村
長
の
お
二
人
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
る
な
ど
村
の
発
展
と

飛
躍
を
誓
う
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
合
併
10
周
年
記
念

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
と
聖
南
中
学
校
生
徒

に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
が
行
わ
れ
、
す

ば
ら
し
い
演
奏
に
、
会
場
は
感
動
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
７
月
に
開
庁

し
た
本
庁
舎
の
内
覧
会
や
物
産
展
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

筑
北
村
地
域
振
興
券
の
利
用

期
限
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

筑
北
村
合
併
10
周
年
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
し
た

キラリ★アクア健康教室
教室が開講して５年目になりました。
松本大学の根本賢一教授や、根本ゼミナールの学生、村の健康運動

指導士が、体力測定のデータや参加者自身の意見から、トレーニングメ
ニューを提案し、目標を達成できるよう、サポートしています。

今年度は、「腰痛改善」「膝痛改善」「減量」「筋力アップ」をメインに、
トレーニングに取り組んでいます。

↑体力測定の様子

↑トレーニングの様子
「トレーニングの方法を知りたい」
「筋肉をつけたい」
「運動習慣をつけたい」
「健診の結果から、運動が必要だと感じた」
「ウォーキングのやり方を知りたい」etc…
という方は、お気軽にお問い合わせください。

（住民福祉課　健康づくり係　Tel:66-2111）

年度途中からのご参加もお待ちしています♪

防衛省では、下記の予定で特別職国家公務員「自衛官等」の受付及び試験を実施します。
試 験 種 目 応 募 資 格 受 付 期 間 試 験 日

自衛官候補生 男　子
18 歳以上
27 歳未満

12 月 2 日 12 月 12 日

平成 27 年度 自衛官等募集案内

お問合せ先：自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」
　　　　　 松本市深志 2-6-5　マルナカ深志ビル 1F　電話：0263-36-2787

農
業
委
員
会
法
改
正
に
よ
り
委

員
の
選
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

法
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
の
選
出

方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
従
来
の
公
選

制
が
廃
止
さ
れ
市
町
村
議
会
の
同
意

を
得
て
市
町
村
長
が
任
命
す
る
選
任

制
に
な
り
ま
す
。

任
命
に
あ
た
っ
て
市
町
村
長
は
、

地
域
の
農
業
者
等
に
推
薦
を
求
め
、

併
せ
て
公
募
も
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
市
町
村
長
は
そ
の
結
果
を
尊
重

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

農
業
委
員
の
役
割
の
内
「
農
地
等

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」
が
必
須

業
務
へ
と
変
わ
る
こ
と
も
特
筆
す
べ

き
点
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
農
業
委
員
の
活
動

を
補
完
す
る
形
で
農
業
委
員
と
と
も

に
地
域
で
活
動
す
る
「
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
」
を
委
嘱
す
る
こ
と

と
な
り
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が

一
体
的
に
連
携
し
て
活
動
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

こ
の
新
体
制
へ
の
移
行
に
は
経
過

措
置
が
あ
り
、
現
農
業
委
員
は
任
期

満
了
（
平
成
29
年
11
月
５
日
）
ま
で

在
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
改
正
を
受
け
例
年
区
長
さ

ん
を
通
じ
て
お
願
い
し
て
い
た
選
挙

人
名
簿
の
調
製
に
つ
い
て
は
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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望
ま
し
い
生
活
等
が
上
回
って
い
る
状
況

⑴　

家
庭
生
活

　

ア　

小
学
校
第
六
学
年

・
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
し

て
い
る
。

・
普
段（
月
～
金
曜
日
）、一日
当
た

り
、テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
一
時
間
以
上

し
て
い
る
児
童
が
少
な
い
。

　

イ　

中
学
校
第
三
学
年

・
自
分
に
は
、よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

・
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る

生
徒
が
多
い
。

ウ 

小・中
学
校
で
共
通
し
て
い
る
内
容

・
家
で
、学
校
の
宿
題
を
し
て
い
る
。

⑵　

学
校
生
活

　

ア　

小
学
校
第
六
学
年

・
普
段
の
授
業
で
は
、自
分
の
考
え

を
発
表
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。

　

授
業
中
、分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、先
生
や
友
達
に
尋

ね
て
、解
決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

イ 　

中
学
校
第
三
学
年

・
学
級
み
ん
な
で
何
か
を
や
り
遂

げ
、う
れ
し
か
っ
た
体
験
を
数
多

く
持
っ
て
い
る
。

・
学
級
会
な
ど
の
時
間
に
、友
達
同

士
で
話
し
合
っ
て
、学
級
の
き
ま

り
な
ど
を
決
め
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
生
徒
が
多
い
。

　

ウ　

小
・
中
学
校
で
共
通
し
て
い

　
　

る
内
容

・
昼
休
み
や
放
課
後
、学
校
が
休
み

の
日
に
、本
を
読
ん
だ
り
、借
り

た
り
す
る
た
め
に
、学
校
図
書
館

や
地
域
の
図
書
館
に
週
に
１
～

３
回
程
度
行
く
。

意
見
を
発
表
す
る
こ
と
が
苦
手

で
あ
る
。

・
友
達
と
話
し
合
う
と
き
、
友
達

の
話
や
意
見
を
最
後
ま
で
聞
く

こ
と
が
で
き
な
い
。

⑶　

地
域
生
活

ア 　

小
学
校
第
六
学
年

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
や
出
来
事
に
あ
ま
り
関
心

が
な
い
。

・
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め

に
、
何
を
す
べ
き
か
あ
ま
り
考

え
な
い
。

 

Ⅴ  

今
後
に
向
け
て

  

１ 

更
に
、
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ

　

   

と⑴　
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
」
に
対
し
て
、［
当
て
は

ま
る
］
及
び
［
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

当
て
は
ま
る
］
と
回
答
し
た
小
学

生
は
80
％
、
中
学
生
は
85
％
と
全

国
と
比
べ
て
、７
～
17
％
も
上
回
っ

て
い
ま
す
の
で
、
規
範
意
識
や
自

尊
感
情
が
育
ま
れ
る
活
動
や
学
習

の
機
会
の
充
実
に
一
層
務
め
ま
す
。

⑵　
「
話
し
合
う
活
動
を
よ
く
行
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
か
」
に
対
し

て
、［
当
て
は
ま
る
］
及
び
［
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
、
当
て
は
ま
る
］

と
回
答
し
た
小
学
生
は
80
％
、
中

学
生
は
１
０
０
％
と
全
国
と
比
べ

て
、
５
～
20
％
も
上
回
っ
て
い

ま
す
の
で
、
日
常
授
業
に
お
い
て
、

話
し
合
い
な
ど
の
言
語
活
動
の
充

実
に
一
層
務
め
て
い
き
ま
す
。

⑶　
「
昼
休
み
や
放
課
後
、
学
校

が
休
み
の
日
に
、
本
を
読
ん
だ
り
、

借
り
た
り
す
る
た
め
に
、
学
校
図

⑶　

地
域
生
活

イ　

 

中
学
校
第
三
学
年

・
地
域
や
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問

題
や
出
来
事
に
関
心
が
あ
る
。

・
地
域
や
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
る
。

ウ 　

小・中
学
校
で
共
通
し
て
い
る

内
容

・
今
、住
ん
で
い
る
地
域
行
事
に
進

ん
で
参
加
し
て
い
る
。

  

３ 

改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

　

れ
る
こ
と

※
「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
は
、

　

全
国
と
比
べて
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
望
ま

　

し
く
な
い
生
活
等
が
見
ら
れ
る
状
況

⑴　

家
庭
生
活

ア　

小
学
校
第
六
学
年

・
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い

る
児
童
が
少
な
い
。

・
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
、
普

段
（
月
～
金
曜
日
）
、
一
日
当

た
り
の
学
習
時
間
は
、
２
時
間

よ
り
少
な
い
児
童
が
多
い
。

・
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
の
休
み

の
日
の
一
日
当
た
り
の
学
習
時

間
が
、
２
時
間
よ
り
少
な
い
児

童
が
多
い
。

イ　

中
学
校
第
三
学
年

・
普
段
（
月
～
金
）
、
一
日
当
た

り
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
２
時
間
以
上
見
た
り
、
聞

い
た
り
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
。

・
普
段
（
月
～
金
）
、
一
日
当
た

り
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
一
時
間

以
上
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
。

⑵　

学
校
生
活

ア　

 

小
学
校
第
六
学
年

・
友
達
の
前
で
、
自
分
の
考
え
や

書
館
や
地
域
の
図
書
館
に
、
ど
れ

く
ら
い
行
き
ま
す
か
」
に
対
し

て
、［
週
に
４
回
以
上
行
く
］
及
び

［
週
に
１
～
３
回
程
度
行
く
］
及
び

［
月
に
１
～
３
回
程
度
行
く
］
と
回

答
し
た
小
学
生
は
59
％
、
中
学
生

は
50
％
と
全
国
と
比
べ
て
、
10
～

40
％
も
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
来

年
度
筑
北
村
図
書
館
の
開
館
を
契

機
に
、『
筑
北
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン

～
本
を
読
も
う
～
』
と
も
合
わ
せ

て
、
読
書
が
気
軽
に
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
一
層
務
め
て
い
き
ま
す
。

  

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

　
「
普
段
（
月
～
金
曜
日
）、
一
日

当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、
テ

レ
ビ
ゲ
ー
ム（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ゲ
ー

ム
、
携
帯
式
の
ゲ
ー
ム
、
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

ゲ
ー
ム
も
含
む
）
を
し
ま
す
か
」

に
対
し
て
、［
４
時
間
以
上
］、［
３

時
間
以
上
］、［
２
時
間
以
上
］
及

び
［
１
時
間
以
上
］
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
回
答
し
た
小
学
生

は
43
％
で
全
国
と
比
べ
て
、
10
％

下
回
る
も
の
の
、
中
学
生
は
6
％

と
全
国
と
比
べ
て
、５
％
も
上
回
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
や
携
帯
電
話
を
一
つ

の
道
具
と
し
て
使
用
す
る
頻
度
が

高
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
在
、
危

険
を
回
避
し
、
安
全
に
生
活
す
る

た
め
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
知
識
・

技
能
等
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
各
教
科
や
道
徳
、
特
別
活
動

等
な
ど
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
充
実
に
務
め
ま
す
。

 

Ⅰ　

調
査
の
概
要

  

１ 

調
査
の
目
的

　

義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
の
観
点
か
ら
、
全
国

的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況

を
把
握
・
分
析
し
、
教
育
施
策
の
成

果
と
課
題
を
検
証
し
、
そ
の
改
善
を

図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
児

童
生
徒
へ
の
教
育
指
導
の
充
実
や
学

習
状
況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
。

　

更
に
、
そ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ

て
、
教
育
に
関
す
る
継
続
的
な
検
証

改
善
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す
る
。

 

２ 

実
施
日  

平
成
27
年
４
月
21
日
（
火
）

 

３ 

対
象
学
年  

村
内
２
小
学
校
第
６
学

　

  

年
、
聖
南･

筑
北
中
学
校
第
３
学
年

 

４ 

実
施
教
科  

国
語
、
算
数
・
数
学
、

　

  

理
科

 

Ⅱ　
「
全
国
学
力
調
査
」
の
状
況

  

１ 

教
科
に
関
す
る
調
査

⑴　
国
語
Ａ
、算
数
Ａ
、数
学
Ａ
、理
科（
知
識
）

ア　

身
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば

後
の
学
年
等
の
学
習
内
容
に
影

響
を
及
ぼ
す
内
容
等

イ　

実
生
活
に
お
い
て
不
可
欠
で

あ
り
、
常
に
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
知
識
・
技
能
等

⑵　
国
語
Ｂ
、算
数
Ｂ
、数
学
Ｂ
、理
科（
活
用
）

ア　

知
識
・
技
能
等
を
実
生
活
の

様
々
な
場
面
に
活
用
す
る
力

イ　

様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
の

構
想
を
立
て
実
践
し
、
評
価
・

改
善
す
る
力
等

 

２ 

主
と
し
て
、「
知
識
Ａ
」
に
関
す

　

る
調
査
結
果

⑴　

小
学
校
は
、「
国
語
Ａ
」「
算
数

Ａ
」「
理
科
」
と
も
に
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
は
、
全
国
の
平
均
正

答
率【
※
①
】と
比
べ
て
、顕
著【
※

②
】
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

【
①
】
平
均
正
答
率
と
は
、
国
語
、

算
数
・
数
学
、
理
科
の
平
均

正
答
数
を
設
問
数
で
割
っ
た

値
の
百
分
率
の
こ
と
で
あ
る
。

 

【
②
】
顕
著
と
は
、
全
国
の
平
均
正

答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村
の
各

教
科
の
平
均
正
答
率
が
、
５
ポ

イ
ン
ト
よ
り
上
回
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

⑵　

中
学
校
は
、｢

国
語
Ａ｣

｢

数

学
Ａ｣

｢

理
科｣

と
も
に
、基
礎
・

基
本
の
定
着
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
と
比
べ
て
、
顕
著
で
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

３ 

主
と
し
て
、「
活
用
Ｂ
」
に
関
す

　
　

る
調
査
結
果

⑴　

小
学
校
は
、「
国
語
Ｂ
」「
理
科
」

と
も
に
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
定
着
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
と
比
べ
て
、
顕
著
で
あ
る

が
、「
算
数
Ｂ
」
は
同
等
【
※
③
】

で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

【
③
】 

同
等
と
は
、
全
国
の
平
均
正

答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
村

の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
、

±
５
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
状
況

に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

⑵　

中
学
校
は
、「
国
語
Ｂ
」「
数

学
Ｂ
」「
理
科
」と
も
に
、思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
の
定
着
は
、

全
国
の
平
均
正
答
率
と
比
べ
て
、

　
平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
公
表
）

 

筑
北
村
教
育
委
員
会

顕
著
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

Ⅲ　
「
全
国
学
力
調
査
」
か
ら
示
唆
さ
れ
た
こ
と

  

１ 

小
学
校

⑴　

国　

語

　
　
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
新
聞
の

コ
ラ
ム
を
読
ん
で
表
現
の
工
夫
を

捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
概
ね
理

解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
書
く
こ
と
」
で
は
、

文
章
と
図
を
関
係
付
け
て
、
自
分

の
考
え
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
、

課
題
が
あ
り
ま
す
。

⑵　

算　

数

　
　
「
数
量
関
係
」
で
は
、
式
で
表

現
さ
れ
た
数
量
の
関
係
を
図
と
関

連
付
け
て
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
図
形
」
で
は
、
示
さ
れ

た
見
取
図
の
情
報
を
基
に
、
展
開

図
に
必
要
な
面
の
長
方
形
の
縦
と

横
の
辺
を
書
く
こ
と
に
、
課
題
が

あ
り
ま
す
。

⑶　

理　

科

　
　
「
Ｂ
区
分
生
命
」
で
は
、
顕
微

鏡
の
適
切
な
操
作
方
法
に
つ
い
て
、

概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
Ａ
区
分
物
質
」
で
は
、

水
の
温
ま
り
方
を
考
察
す
る
た
め

に
、
実
験
結
果
か
ら
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
る
こ
と
に
、
課
題
が
み

ら
れ
ま
す
。

  
２ 
中
学
校

⑴　

国　

語

　
　
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
で
は
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
際
、
必
要

に
応
じ
て
質
問
し
な
が
ら
聴
き
取

る
こ
と
に
つ
い
て
、
概
ね
理
解
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化

と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

で
は
、
手
紙
の
書
き
方
を
理
解
し

て
正
し
く
書
く
こ
と
に
つ
い
て
、

課
題
が
あ
り
ま
す
。　
　
　

⑵　

数　

学

　
　
「
数
と
式
」
で
は
、
正
と
数
と
負

の
数
の
意
味
を
実
生
活
の
場
面
に

結
び
付
け
な
が
ら
解
く
こ
と
に
つ

い
て
、
概
ね
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
図
形
」
で
は
、
い
つ
で

も
平
行
四
辺
形
に
な
る
こ
と
の
根

拠
と
な
る
条
件
に
つ
い
て
、
課
題

が
み
ら
れ
ま
す
。

⑶　

理　

科

　
　
「
化
学
的
領
域
」
で
は
、
二
酸
化

炭
素
を
量
る
場
面
に
お
い
て
、
水

上
置
換
法
で
は
正
確
に
量
れ
な
い

理
由
に
つ
い
て
、
概
ね
理
解
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　

一
方
、「
地
学
的
領
域
」
で
は
、

雲
の
成
因
に
つ
い
て
水
の
状
態
変

化
と
関
連
付
け
て
説
明
す
る
こ
と

に
、
課
題
が
あ
り
ま
す
。

 

Ⅳ　
「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

 

１ 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す

　

る
質
問
紙
調
査

⑴　

児
童
生
徒
に
対
す
る
調
査

　
　

学
習
意
欲
、
学
習
方
法
、
学

習
環
境
、
生
活
の
諸
側
面 

等

⑵　

学
校
に
対
す
る
調
査

　
　

指
導
方
法
に
関
す
る
取
組
や

人
的
・
物
的
な
教
育
条
件
の
整

備
の
状
況 

等

  

２ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

　

る
こ
と

※
「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、

　

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
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　 ＜基本目標①＞子育て・教育環境が充実している村づくり

　 ＜基本目標②＞健康長寿で生き生きと暮らせる村づくり

 　＜基本目標⑤＞移住・交流が盛んな村づくり

　 ＜基本目標③＞はぜかけの風景が残る
　　　　　　　　 おいしい農産物のとれる村づくり

　 ＜基本目標④＞美しい山々に囲まれ
　　　　　　　　 自然エネルギーが循環する村づくり

Ⅰ　

調
査
の
概
要

（
筑
北
村
教
育
委
員
会
公
表
参
照
）

Ⅱ　
「
全
国
学
力
調
査
」
の
状
況

 

１ 

主
と
し
て
、「
知
識
Ａ
」
に
関

　

す
る
調
査
結
果

　
　
「
国
語
Ａ
」
は
、
基
礎
・
基
本
の
定

着
は
、
全
国
の
平
均
正
答
率
【
※
①
】

と
比
べ
て
、顕
著
【
※
②
】
で
あ
る
が
、

「
数
学
Ａ
」「
理
科
」
は
、　

同
等
【
※

③
】
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

 

【
①
】
平
均
正
答
率
と
は
、
国
語
、

算
数
・
数
学
、
理
科
の
平
均
正

答
数
を
設
問
数
で
割
っ
た
値
の

百
分
率
の
こ
と
で
あ
る
。

 

【
②
】
顕
著
と
は
、
全
国
の
平
均
正

答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
中
学
校

の
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
、
５

ポ
イ
ン
ト
よ
り
上
回
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

 

【
③
】
同
等
と
は
、
全
国
の
平
均

正
答
率
と
比
較
し
て
、
筑
北
中

学
校
の
各
教
科
の
平
均
正
答
率

が
±
５
ポ
イ
ン
ト
以
内
の
状
況

に
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

 

２ 

主
と
し
て
、「
活
用
Ｂ
」
に
関

　

す
る
調
査
結
果

　
　
「
国
語
Ｂ
」「
数
学
Ｂ
」
と
も
に
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の

定
着
は
、
全
国
の
平
均
正
答
率
と

比
べ
て
、
同
等
で
あ
る
が
、「
理
科
」

は
、顕
著
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

Ⅲ　
「
全
国
学
力
調
査
」
か
ら
示
唆

　

さ
れ
た
こ
と

  

１　

国
語

　
　

 「
知
識
Ａ
」で
は
、「
話
す
こ
と
・

　

聞
く
こ
と
」「
書
く
こ
と
」
の
ほ

　

ぼ
全
て
の
領
域
に
お
い
て
、基
礎
・

　

基
本
の
定
着
が
顕
著
で
す
。

　
　
「
活
用
Ｂ
」
で
は
、「
書
く
こ
と
」

　

の
全
て
の
領
域
に
お
い
て
、
思
考

　

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
定
着

　

が
顕
著
で
す
。

  
２　

数
学

　
　

 
「
知
識
Ａ
」
で
は
、「
関
数
」「
資
料

　

の
活
用
」
の
領
域
全
て
に
お
い
て
、

　

基
礎
・
基
本
の
定
着
が
顕
著
で
す
。

  

３　

理
科

　

 　

｢

知
識｣

｢
活
用｣

と
も
に
、｢

　

生
物
的
領
域
」
の
全
て
に
お
い
て
、

　

基
礎
・
基
本
及
び
思
考
力
・
判
断

　

力
・
表
現
力
等
の
定
着
が
顕
著
で
す
。

Ⅳ　
「
学
習
状
況
調
査
」
の
状
況

 

１ 

良
好
な
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら

　

れ
る
こ
と

　

※
「
良
好
な
状
況
で
あ
る
」
と
は
、

全
国
と
比
べ
て
５
ポ
イ
ン
ト
以
上

望
ま
し
い
生
活
等
が
上
回
っ
て
い

る
状
況

　

⑴　

家
庭
生
活

・
家
庭
学
習
の
時
間
が
伸
び
て

き
て
い
る
。特
に
、学
習
時
間

が
極
端
に
短
い
生
徒
が
大
変

少
な
い
。

・
宿
題
や
復
習
に
き
ち
ん
と
取

り
組
ん
で
い
る
。

・
昨
年
度
、改
善
が
見
ら
れ
た｢

家
庭
で
の
メ
デ
ィ
ア
に
接
す
る

時
間｣

に
お
い
て
、改
善
が
進

み
、ネ
ッ
ト
に
関
わ
る
時
間
が
、

全
国
と
比
べ
て
、顕
著
に
低
く

な
って
い
る
。

・
ニュ
ー
ス
番
組
を
見
て
い
る
生

徒
は
、10
ポ
イ
ン
ト
以
上
伸
び

て
い
る
こ
と
か
ら
、メ
デ
ィ
ア
の

良
い
と
こ
ろ
を
有
効
に
活
用

で
き
て
い
る
。

　

⑵　

学
校
生
活

・
学
級
み
ん
な
で
協
力
し
て
何

か
を
や
り
遂
げ
、
う
れ
し
か

っ
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
生

徒
が
多
い
。

・
友
達
と
話
し
合
う
と
き
、
友

達
の
話
や
意
見
を
最
後
ま
で

聞
く
こ
と
が
で
き
る
生
徒
が

多
い
。

　

⑶　

地
域
生
活

　

該
当
す
る
内
容
項
目
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 
２ 
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

　

ら
れ
る
こ
と

　

※
「
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
は
、
全
国
と
比
べ
て
、
５
ポ

イ
ン
ト
以
上
望
ま
し
く
な
い
生

活
等
が
見
ら
れ
る
状
況

⑴　

家
庭
生
活

・
起
床
、
就
寝
時
刻
が
一
定
し

て
い
な
い
生
徒
の
割
合
が
増

え
て
い
る
。

・
家
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て
、

勉
強
し
て
い
る
生
徒
の
割
合

が
低
い
。

・
家
で
学
校
の
授
業
の
予
習
を
し

て
い
る
生
徒
の
割
合
が
低
い
。

・
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
思
う
生
徒
の
割
合
が
や

や
低
い
。

　

⑵
学
校
生
活
と
⑶
地
域
生
活 

に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
内
容

項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅴ  

今
後
に
向
け
て

 

１ 

更
に
、
伸
長
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と

⑴　

今
ま
で
の
「
学
び
」
を
も
と

　
に
し
て
、
授
業
の
目
標
を
設
定
す

　

る
こ
と
で
、
学
習
に
対
す
る
生
徒

　

の
目
的
意
識
や
必
要
感
を
、
更

　
に
引
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

⑵　

個
人
・
グ
ル
ー
プ
別
・
学
級

　

全
体
で
の
活
動
を
効
果
的
に
取

　

り
入
れ
、
学
習
へ
の
主
体
的
な

　

関
わ
り
や
自
己
表
現
力
の
伸
長

　

を
図
って
い
き
ま
す
。

  

２ 

更
に
、
改
善
を
図
り
た
い
こ
と

⑴　

授
業
や
道
徳
、
特
別
活
動
等

　

で
目
的
が
明
確
な
話
し
合
い
活

　

動
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
、
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
社
会

　

性
の
一
層
の
伸
長
を
図
っ
て
い

　

き
ま
す
。

平
成
27
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
に
つ
い
て（
筑
北
中
学
校
）

麻
績
村
筑
北
村
学
校
組
合
教
育
委
員
会 

図
書
館
改
築
工
事
に
伴
う

坂
北
支
所
の
移
転
に
つ
い
て

役
場
坂
北
支
所
に
図
書
館
を
移
転

す
る
工
事
に
伴
い
、
坂
北
支
所
の
業

務
を
坂
北
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

事
務
室
に
移
転
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

図
書
館
完
成
ま
で
の
間
、
村
民
の

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

現
庁
舎
で
の
業
務

　

平
成
27
年
11
月
27
日
ま
で

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
開
始

　

平
成
27
年
11
月
30
日
か
ら

　

閉
庁
日
の
日
直
業
務
に
つ
き
ま
し

て
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
室
で
行
い

ま
す
。

　

ま
た
総
務
課
地
籍
調
査
業
務
に
つ

い
て
は
、

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

　

第
４
会
議
室
と
な
り
ま
す
。

村では、筑北村まち・ひと・しごと創生総合戦略会議での協議を経て、今年度から平成
31 年度までの５か年にかかる「筑北村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

この戦略は、「人口減少の抑制」と「人口減少を踏まえた地域社会の維持・活性化」に向
けた施策の具体化を進める指針となるものです。

戦略の策定にあたっては、アンケート等にご協力いただきありがとうございました。
戦略は村ホームページに掲載しているほか、各戸配布で概要版をお配りします。
今後、必要に応じて戦略の見直しを行っていきますので、ご意見やご提案等がありました

ら、総務課（電話 66 － 2111）までお寄せいただきますようお願いします。

筑北村まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定しました

【戦略の基本理念】

【戦略の概要】

子育て・教育環境抜群！ 自給自足ができるちょうどいい村

村
民
満
足
度
の
向
上

若者の定着
（少子化の克服）

自給自足ができる環境強化
雇用創出

Ｕターン・Ｉターン

高齢化率上昇
の克服

発 信
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第60号

議
会
９
月
定
例
会

一
般
質
問

村
長
の
政
治
姿
勢

宮島 義次 議員

質
問　

主
要
地
方
道
大
町
麻
績
イ
ン

タ
ー
千
曲
線
、
差
切
～
山
清
路
間
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

差
切
～
山
清
路
間
の
狭
隘
な

部
分
に
つ
い
て
は
、
現
道
の
安
全
確

保
を
優
先
に
、
平
成
16
年
度
か
ら
26

年
度
ま
で
、
16
ヶ
所
で
災
害
防
除
事

業
が
総
事
業
費
４
億
６
０
０
万
円
で

実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
赤
松
地
区
の

突
角
解
消
事
業
70
ｍ
は
、
本
年
度
、

用
地
測
量
及
び
用
地
補
償
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
差
切
～
山
清
路
間
は
、

差
切
峡
な
ど
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ

り
、
現
道
を
改
良
し
て
い
る
の
で
は

駄
目
だ
と
思
っ
て
い
る
。
県
の
具
体

案
は
出
て
い
な
い
が
、
筑
北
村
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
県
に
も
最
短
距
離

の
ト
ン
ネ
ル
化
を
強
く
要
望
し
た
い
。

質
問　

松
く
い
虫
被
害
の
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

高
速
道
路
周
辺
の
激
害
地
の

と
く
ら
周
辺
は
、
樹
種
転
換
を
行
う

こ
と
で
調
整
中
で
、
早
け
れ
ば
年
度

内
着
手
を
考
え
て
い
る
。
小
仁
熊
ダ

ム
西
側
の
山
林
は
、
ほ
と
ん
ど
が
保

安
林
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平

成
28
年
度
の
治
山
事
業
保
安
林
改
良

箇
所
と
し
て
県
に
要
望
を
挙
げ
て
い

る
。
坂
北
六
工
周
辺
の
被
害
が
激
化

し
て
い
る
の
で
、
被
害
箇
所
と
所
有

者
の
特
定
を
始
め
て
お
り
、
樹
種
転

換
実
施
可
能
な
箇
所
か
調
整
を
し
て

い
る
。
合
わ
せ
て
守
る
べ
き
松
林
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
薬
剤
散
布
も

進
め
て
い
く
。

質
問　

行
政
懇
談
会
に
対
す
る
村
長

の
考
え
を
尋
ね
る
。

村
長　

行
政
懇
談
会
が
開
か
れ
て
い

な
い
の
が
現
実
で
、
そ
う
い
う
中
で

区
長
会
の
折
に
、
区
長
か
ら
懇
談
会

開
催
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
村
長
が
出

向
い
て
い
く
と
お
願
い
し
て
い
る
し
、

敬
老
会
、
お
祭
り
で
地
域
に
出
席
し

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。
本
年

度
に
な
っ
て
坂
井
地
域
で
全
戸
を
対

象
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
今

後
は
、
課
長
会
議
の
中
で
検
討
し
、

懇
談
会
開
催
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生

質
問　

地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

中
だ
が
、
策
定
に
当
た
っ
て
の
問
題

点
と
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

村
長　

将
来
人
口
推
計
で
は
、
25
年

後
の
平
成
52
年
度
に
は
、
筑
北
村
の

人
口
は
２
７
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
人
口
が
減
少
す
る
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
が
出
て
自
治

体
と
し
て
の
機
能
維
持
が
難
し
く
な

る
ほ
か
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
維
持
も

難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

総
務
課
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
分
析
し
、
基
本

的
な
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
行
う
戦
略

会
議
で
決
め
て
10
月
ま
で
に
策
定
し

て
い
く
。
県
の
計
画
等
と
も
整
合
性

を
図
る
点
か
ら
、
最
終
的
に
は
来
年

３
月
ま
で
に
本
計
画
と
な
る
。

「
選
択
と
集
中
」の
事
業
執
行太田 守彦 議員

質
問　

村
は
「
事
業
執
行
に
あ
た
り

赤松地区の大町麻績インター千曲線

平
成
26
年
度
決
算

　

山崎 広道 議員

質
問　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
の
認
定
に
当
た
っ

て
、
村
民
の
要
望
や
主
要
施
策
を
予

算
計
上
し
、
適
切
な
時
期
に
実
施
計

画
に
基
づ
き
実
施
で
き
た
事
業
の
支

出
科
目
と
支
出
額
を
伺
う
。

村
長　

本
庁
方
式
移
行
に
伴
う
本
城

庁
舎
改
修
工
事
は
、
合
併
10
年
目
に

当
た
り
、
公
共
施
設
の
有
効
活
用
に

よ
り
一
ヶ
所
で
複
数
の
用
を
済
ま
せ

る
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、
平
成
26
、
27

年
度
の
施
工
で
、
平
成
26
年
度
の
工

事
請
負
費
は
１
億
１
０
０
万
円
で
実

施
し
た
。

　

農
山
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
事
業
で
の
水
路
等
の
改
修

は
、
住
民
の
要
望
に
基
づ
き
事
業

箇
所
を
選
定
し
、
平
成
26
年
度
は
、

２
４
０
０
万
円
の
決
算
額
で
事
業
を

実
施
し
た
。

　

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業

う
ち
松
く
い
虫
被
害
の
軽
微
な
場
所
、

未
被
害
地
の
松
を
販
売
す
る
こ
と
で

収
入
が
得
ら
れ
な
い
か
考
え
て
い
る
。

ま
ず
は
売
上
げ
や
必
要
経
費
に
つ
い

て
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

採
算
面
や
施
業
の
進
め
方
が
確
認
で

き
れ
ば
、
個
人
林
や
区
有
林
へ
も
普

及
さ
せ
た
い
。

質
問　

南
信
の
豊
丘
村
で
は
、
昨
年

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
４
億
円
の

寄
付
を
集
め
た
。
特
産
の
松
茸
を
セ

ッ
ト
に
し
た
10
万
円
の
コ
ー
ス
が
人

気
だ
と
い
う
。
本
村
で
も「
山
の
幸
」

を
使
っ
て
返
礼
品
と
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か

尋
ね
る
。

総
務
課
長　

一
定
収
量
の
確
保
や
品

質
面
で
の
保
証
、
発
送
手
配
な
ど
難

し
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
み
ち

で
「
豊
か
な
自
然
を
守
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
選
ば
れ
た
場
合
に
、
松
く

い
虫
対
策
へ
充
て
ら
れ
な
い
か
協
議

し
た
い
。

質
問　

豊
丘
村
は
Ｊ
Ｒ
も
高
速
も
走

っ
て
い
な
い
が
、
自
主
財
源
比
率
は

筑
北
村
の
倍
以
上
で
あ
る
。
も
っ
と

豊
丘
村
を
研
究
し
て
も
ら
い
た
い
。

応
策
の
話
し
合
い
で
は
な
い
か
尋
ね

る
。

村
長　

住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は

必
要
で
あ
り
、
説
明
の
時
期
や
方
法

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 

松
く
い
虫
対
策
の
自
主
財
源

質
問　

自
主
財
源
が
あ
れ
ば
、
松
く

い
被
害
木
周
囲
の
松
を
伐
る
こ
と
で

被
害
拡
大
を
抑
止
で
き
る
。
ま
た
、

大
雨
等
で
燻
蒸
処
理
し
た
塊
が
崩
れ

る
危
険
性
が
あ
り
、
自
主
財
源
で
撤

去
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
村
で
自
主

財
源
確
保
に
向
け
進
め
て
い
る
計
画

を
尋
ね
る
。

産
業
課
長　

村
有
の
ア
カ
マ
ツ
林
の

選
択
と
集
中
を
進
め
る
」（
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
５
月
号
の
３
ペ
ー
ジ
）
と
の
事

だ
が
、
具
体
的
な
説
明
を
求
め
る
。

企
画
財
政
課
長　

限
り
あ
る
財
源
の

中
で
費
用
対
効
果
に
十
分
留
意
し
、

少
な
い
予
算
で
、
よ
り
効
果
が
見
込

ま
れ
る
事
業
を
選
択
し
て
い
く
。

質
問　

政
府
や
大
企
業
な
ど
が
「
選

択
と
集
中
」
を
行
い
、
儲
か
る
事
業

や
場
所
へ
、
人
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
集

中
し
た
結
果
、
過
疎
化
が
進
行
し
た

と
考
え
る
。
村
ま
で「
選
択
と
集
中
」

を
行
え
ば
、
よ
り
過
疎
を
助
長
し
な

い
か
尋
ね
る
。

企
画
財
政
課
長　

一
部
の
地
域
を
切

り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
地
域
間
の
バ

ラ
ン
ス
も
当
然
考
慮
し
て
い
く
。

質
問　
「
東
山
集
落
に
広
が
る
高
原

野
菜
の
畑
と
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
」

は
筑
北
村
を
代
表
す
る
風
景
だ
が
、

多
く
の
景
勝
地
は
い
ず
れ
も
村
の
周

辺
部
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

地
域
の
活
性
化
と
景
観
保
全
は
「
選

択
と
集
中
」
に
関
わ
ら
ず
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。

　

坂
井
地
域
住
民
よ
り
「
公
民
館
の

利
用
が
不
便
に
な
っ
た
」
と
聞
く
。

こ
れ
は
庁
舎
統
合
と
い
う
「
選
択
と

集
中
」
に
よ
る
陰
の
部
分
で
あ
る
。

大
切
な
の
は
、
住
民
へ
の
説
明
、
対

東山の高原野菜畑
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10
月
下
旬
に
計
画
し
て
い
る
。
初
回

は
、
委
員
の
組
織
・
役
割
と
麻
績
村

と
の
経
過
を
説
明
し
た
。
坂
井
地
域

の
委
員
か
ら
は
、
麻
績
村
と
の
統
合

に
つ
い
て
再
度
議
題
に
し
て
欲
し
い

と
の
意
見
も
出
た
。
本
城
・
坂
北
地

域
の
委
員
か
ら
は
、
財
政
的
に
今
後

厳
し
く
な
る
の
で
、
よ
り
財
政
的
に

深
い
資
料
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
い

と
の
意
見
も
出
た
。

庁
舎
本
庁
化
に
伴
う

住
民
か
ら
の
評
価
　

質
問　

7
月
に
本
城
庁
舎
が
ワ
ン
フ

ロ
ア
化
の
本
庁
舎
と
し
て
開
所
し
、

２
ヶ
月
弱
だ
が
、
住
民
の
評
価
を
尋

ね
る
。

村
長　

極
力
村
民
の
負
担
増
に
な
ら

ぬ
よ
う
対
応
し
て
い
る
の
で
問
題
な

い
と
考
え
る
。
た
だ
、
坂
井
地
域
か

ら
の
来
庁
に
は
遠
い
と
の
声
も
あ
る
。

玄
関
に
総
合
案
内
を
設
置
し
、
全
職

員
が
30
分
交
替
で
対
応
し
好
評
を
得

て
い
る
。

合
併
10
周
年
記
念
行
事

質
問　

合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
だ

が
、
第
一
次
筑
北
村
総
合
計
画
は
平

筑
北
村
教
育
等
検
討
会
議小山 正博 議員

質
問　

10
年
来
の
重
要
課
題
で
あ
る

が
、
平
成
25
年
に
筑
北
村
学
校
等
検

討
委
員
会
が
解
散
し
、
2
年
間
の
空

白
後
再
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
経
過
を

尋
ね
る
。

教
育
長　

2
年
間
の
経
過
説
明
は
長

く
な
る
が
、
麻
績
村
と
は
統
合
校
の

場
所
が
大
き
な
障
害
と
な
り
、
統
合

が
困
難
と
な
っ
た
。

質
問　

会
議
の
目
的
・
メ
ン
バ
ー
・

任
期
・
現
状
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

教
育
長　

目
的
は
少
子
化
が
進
む
中
、

未
来
を
拓
く
心
豊
か
な
逞
し
い
人
間

の
育
成
と
魅
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進

め
る
一
環
と
し
て
、
保
育
園
・
小
学

校
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
統
合
を
含

め
筑
北
村
の
教
育
を
総
合
的
に
検
討

す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、保
護
者
12
名
・

有
識
者
６
名
・
村
外
有
識
者
１
名
・

教
育
委
員
４
名
を
加
え
た
合
計
23
名

と
し
、
任
期
は
１
年
と
す
る
。
初
回

は
、
８
月
６
日
に
開
催
し
、
次
回
は

の
活
用
だ
が
、
こ
の
９
月
補
正
で
、

地
域
振
興
基
金
へ
の
１
億
円
の
積
立

を
計
上
し
た
。
実
質
公
債
費
比
率
に

留
意
し
て
い
く
。

質
問　

松
く
い
虫
被
害
の
増
加
傾
向

に
対
す
る
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

村
長　

松
く
い
虫
被
害
に
つ
い
て
は
、

被
害
木
に
な
っ
て
か
ら
の
伐
倒
燻
蒸

処
理
、
樹
種
転
換
等
の
後
追
い
の
対

策
だ
け
で
な
く
、
未
被
害
の
ア
カ
マ

ツ
の
販
売
等
も
検
討
し
て
い
く
。
被

害
木
処
理
の
検
討
と
併
せ
て
、
継
続

的
な
木
材
の
生
産
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
少
し
で
も
所
有
者
の
利
益
確

保
や
負
担
軽
減
に
な
る
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。
村
民
全
体
が
里
山
に
関

心
を
持
て
る
よ
う
な
事
業
を
推
進
す

る
。

で
の
屋
内
運
動
場
の
吊
り
天
井
の
安

全
対
策
工
事
は
、
２
小
学
校
と
中
学

校
の
体
育
館
改
修
で
、
決
算
額
は

１
億
３
３
０
０
万
円
で
実
施
し
た
。

質
問　
「
合
併
し
た
筑
北
村
」
だ
か

ら
実
施
で
き
て
、
そ
れ
が
村
民
益
と

な
っ
た
事
業
名
と
決
算
額
を
伺
う
。

村
長　

小
学
校
統
合
に
向
け
、
坂
北

小
学
校
の
給
食
棟
等
の
改
修
工
事
請

負
費
２
１
０
０
万
円
で
、
そ
の
財
源

は
、
合
併
特
例
交
付
金
と
合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
。
高
速
情
報
通
信
網

管
理
費
で
は
、
防
災
カ
メ
ラ
、
議
会

映
像
、
文
字
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

行
っ
た
。
こ
の
事
業
に
も
合
併
特
例

債
を
充
当
し
た
。
合
併
特
例
交
付
金

や
合
併
特
例
債
を
財
源
と
し
て
用
い

る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
村
が
合
併

し
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

質
問　

村
長
の
発
想
と
選
挙
公
約
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
業
名
と

決
算
額
を
伺
う
。

村
長　

政
策
課
題
と
し
て
公
約
に
掲

げ
た
「
子
育
て
に
や
さ
し
い
村
づ
く

り
」
に
基
づ
く
保
育
料
の
無
料
化
が

平
成
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
子
育
て
を
し
や
す
い
村
づ
く
り

は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
化
の
時
代
に

お
い
て
、
選
ば
れ
る
村
と
な
っ
て
い

く
と
確
信
し
て
い
る
。
合
併
特
例
債

松くい虫被害木の伐倒燻蒸処理

勉
強
に
専
念
で
き
る
学
習
室
、
読
み

聞
か
せ
室
、
幼
児
教
育
、
視
聴
覚
室

等
、
多
彩
な
活
動
が
可
能
な
も
の
に

す
べ
く
、
図
書
館
協
議
会
と
連
携
し

た
い
。

質
問　

図
書
館
に
来
館
す
る
児
童
生

徒
の
た
め
、「
村
バ
ス
無
料
パ
ス
」

を
発
行
で
き
な
い
か
伺
う
。

教
育
長　

村
バ
ス
は
有
効
な
交
通
手

段
で
あ
る
の
で
、
協
議
会
に
も
諮
っ

て
検
討
を
進
め
た
い
。

質
問　

知
識
情
報
を
収
集
す
る
た
め

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
欠
か
せ

な
い
が
、
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
次
長　

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

検
索
利
用
者
が
増
大
し
て
い
る
の
を

踏
ま
え
、
パ
ソ
コ
ン
は
２
台
設
置
し

た
い
。公

共
工
事
の
品
質
確
保

質
問　

公
共
工
事
の
受
注
者
の
育
成

と
公
共
工
事
の
品
質
確
保
を
目
的
と

し
た
法
律
が
改
正
さ
れ
た
。
そ
こ
で

は
契
約
の
透
明
性
・
公
正
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
法
は
原
則

と
し
て
一
般
競
争
入
札
方
式
が
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
本
村
の
実
態
は
ど

う
か
。

企
画
財
政
課
長　

本
村
で
は
企
業
実

を
策
定
し
、
財
源
確
保
に
繋
げ
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
組
織
作
り
の
現
状
に

つ
い
て
伺
う
。

村
長　

国
が
示
し
て
い
る
産
・
官
・

学
・
金
・
労
・
言
の
関
係
者
で
な
る

創
生
総
合
戦
略
会
議
を
設
置
し
、
10

月
末
に
策
定
予
定
で
あ
る
が
、
県
の

総
合
戦
略
と
の
相
関
か
ら
、
そ
れ
以

降
も
見
直
し
を
続
け
る
。

質
問　

国
か
ら
の
「
そ
の
地
方
の
特

性
に
マ
ッ
チ
し
た
差
別
化
さ
れ
た
プ

ラ
ン
に
交
付
金
を
支
出
す
る
」
と
の

意
向
を
踏
ま
え
た
策
定
作
り
が
求
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
方
策
を
伺
う
。

総
務
課
長　

幅
広
い
委
員
の
意
見
を

集
約
し
、
進
め
る
。

新
図
書
館
の
運
営

質
問　

村
の
文
化
的
拠
点
に
な
る
新

図
書
館
に
向
け
て
、
進
捗
状
況
を
伺

う
。

教
育
長　

９
月
末
ま
で
に
は
詳
細
設

計
を
終
え
、
そ
の
後
に
予
算
化
を
お

願
い
し
、
28
年
度
４
月
の
開
館
を
目

指
す
。

質
問　

児
童
生
徒
の
脳
力
ア
ッ
プ
は

県
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
図
書
館
機
能
を
伺
う
。

教
育
長　

ゆ
っ
た
り
し
た
読
書
室
、

握
の
た
め
に
、
16
ヶ
所
設
置
さ
れ
て

い
る
。
カ
メ
ラ
位
置
は
、
今
年
度
内

に
見
直
し
予
定
で
あ
る
。

地
方
創
生

山田 寿 議員

質
問　

急
速
な
少
子
高
齢
、
人
口
減

少
を
克
服
し
、
成
長
力
を
確
保
す
る

た
め
に
、
国
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
」
創
生
の
政
策
を
立
案
し
た
。

村
と
し
て
も
他
に
秀
で
た
総
合
戦
略

成
28
年
度
で
終
了
す
る
。
来
年
度
の

作
成
に
当
た
り
、
住
民
の
意
識
調
査
、

特
に
合
併
後
10
年
間
の
評
価
、
意
見

募
集
の
考
え
が
あ
る
か
尋
ね
る
。

村
長　

第
一
次
計
画
は
意
識
調
査
を

行
わ
ず
、
集
落
担
当
制
に
て
区
単
位

で
意
見
を
集
約
し
、
村
の
総
合
計
画

案
に
つ
い
て
意
見
募
集
し
た
。
現
在
、

地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
の
た
め
に

意
識
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
総
合
計
画
に
活
用
で
き
る
項

目
も
あ
る
。
意
見
募
集
は
、
前
回
同

様
に
実
施
す
る

文
字
放
送
と
　
　
　
　

防
災
カ
メ
ラ
の
見
直
し

質
問　

住
民
と
の
懇
談
会
で
も
提
案

さ
れ
た
が
、
議
会
中
継
の
夜
間
の
再

放
送
と
村
内
イ
ベ
ン
ト
等
の
放
送
の

考
え
は
あ
る
か
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

放
送
す
る
に
は
、
編
集

機
能
整
備
（
ソ
フ
ト
と
人
材
）
と
音

楽
等
の
著
作
権
の
問
題
も
あ
り
、
現

状
で
は
困
難
で
あ
る

質
問　

現
状
で
は
困
難
で
も
、
継
続

的
な
課
題
と
し
て
検
討
を
願
う
。
防

災
カ
メ
ラ
の
設
置
基
準
を
尋
ね
る
。

総
務
課
長　

有
事
の
際
の
村
内
状
況

（
集
落
・
道
路
・
河
川
・
水
路
）
把

防災チャンネル映像の現状
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村
主
催
の
敬
老
会
の
廃
止

質
問　

村
主
催
の
敬
老
会
が
廃
止
と

な
り
、
各
常
会
・
区
で
の
開
催
を
勧

め
て
い
る
。
昨
年
ま
で
一
人
当
た
り

６
千
円
程
度
の
経
費
を
か
け
て
、
開

催
し
て
い
る
。（
村
か
ら
は
75
才
以

上
１
人
１
５
０
０
円
支
給
）
常
会
・

区
で
開
催
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の

予
算
と
、
人
的
配
置
の
協
力
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
如
何
か
。
ま
た
申

請
の
方
法
も
考
慮
で
き
な
い
か
尋
ね

る
。

住
民
福
祉
課
長　

申
請
に
関
し
て
、

村
の
税
金
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
根

拠
と
な
る
写
真
や
書
類
は
必
要
で
あ

る
が
、
手
間
の
か
か
ら
な
い
よ
う
な

取
組
を
進
め
た
い
。

村
長　

も
う
一
度
村
で
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

い
る
か
知
ら
せ
て
欲
し
い
。

　

庁
舎
統
合
、
改
修
に
よ
る
不
要
物

品
に
関
す
る
件
で
も
Ｔ
Ｖ
で
の
事
前

告
知
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。　

保
育
園
に
冷
房
設
備
を
設
置

質
問　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
夏
の

温
度
が
高
温
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

昼
寝
を
遊
戯
室
で
し
て
い
る
の
で
、

遊
戯
室
に
冷
房
設
備
を
設
置
し
て
欲

し
い
が
如
何
か
。（
未
満
児
室
と
給

食
棟
に
は
設
置
さ
れ
て
い
る
）

教
育
次
長　

今
年
は
特
に
夏
が
例
年

に
な
い
暑
さ
で
あ
っ
た
。
想
定
外
の

暑
さ
で
あ
っ
て
、
２
園
と
も
園
児
が

脱
水
に
な
ら
な
い
よ
う
、
保
育
士
が

体
調
を
見
な
が
ら
お
昼
寝
を
し
て
き

た
。
来
年
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

坂
井
保
育
園
は
、
遊
戯
室
が

ブ
ラ
イ
ン
ド
の
た
め
窓
を
開
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
網
戸
が
な
い
状
態
で

あ
る
。
２
保
育
園
と
も
に
保
育
の
環

境
を
整
え
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

質
問　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
品

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
後
発
医

薬
品
へ
の
移
行
を
勧
め
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

テ
レ
ビ
を
使
用
し
た

情
報
の
伝
達
方
法
　

鎌田 欣子 議員

質
問　

テ
レ
ビ
放
送
を
使
用
し
て
情

報
の
伝
達
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
欲

し
い
が
如
何
か
。

総
務
課
長　

村
の
放
送
を
独
自
に
考

え
て
い
く
に
は
、
編
集
ソ
フ
ト
・
関

連
の
機
器
類
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

人
的
配
置
、
編
集
を
す
る
人
も
必
要

で
あ
る
。
放
送
審
議
会
で
検
討
を
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

副
村
長　

今
現
在
検
討
を
進
め
て
い

る
。
財
政
的
・
人
的
な
部
分
で
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
必
要
な
事
な
の
で

再
度
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

放
送
審
議
会
で
、
ど
こ
ま
で

こ
の
問
題
に
関
す
る
検
討
が
進
ん
で

態
を
的
確
に
把
握
で
き
る
利
点
の
も

と
、
公
正
を
担
保
す
る
た
め
、
請
負

人
選
定
委
員
会
を
設
け
て
指
名
競
争

入
札
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
基

準
金
額
を
下
回
る
場
合
は
随
意
契
約

を
行
う
。

質
問　

請
負
金
額
が
低
廉
な
ら
ば
財

政
負
担
は
軽
く
な
る
が
、
業
者
の
育

成
の
面
か
ら
は
受
注
の
メ
リ
ッ
ト
を

可
能
な
限
り
多
数
者
に
分
散
す
る
方

策
も
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

随
意
契
約
に
お
い

て
も
複
数
の
見
積
を
聴
取
す
る
等
、

公
平
性
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

財
政
支
出
削
減
の
た
め
の

後
発
医
薬
品
の
使
用
　
　

質
問　

通
称
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
」
は
、
先
発
の
医
薬
と
対
比
し
て

も
効
用
の
面
で
遜
色
が
な
く
、
価
格

も
安
価
で
あ
る
。
医
療
費
支
出
削
減

の
た
め
効
果
的
で
あ
る
。
使
用
状
況
、

今
後
の
対
処
法
を
伺
う
。

住
民
福
祉
課
長　

全
国
で
40
％
の
普

及
率
で
、
平
成
32
年
度
ま
で
に
80
％

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
当
村
で
は

現
在
56
％
。
薬
品
の
情
報
提
供
や
安

定
供
給
に
問
題
が
残
る
が
、
今
後
一

層
の
使
用
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

な
ど
が
地
区
の
サ
ロ
ン
に
も
出
向
い

て
運
動
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
。

質
問　

運
動
不
足
が
全
般
に
あ
る
と

思
う
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
簡
単
に

で
き
る
運
動
を
普
及
す
べ
き
と
思
う

が
如
何
か
。

住
民
福
祉
課
長　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校

で
も
大
人
の
健
康
教
室
を
実
施
し
た

い
。
ま
た
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
も
設
立
準
備
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

互
い
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
取
り
組

み
や
す
い
運
動
教
室
を
検
討
す
る
。

質
問　

室
内
で
で
き
る
運
動
を
、
映

像
で
毎
日
放
映
し
、
啓
蒙
で
き
な
い

か
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

映
像
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
含
め
、
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し

た
い
。行

政
運
営
に
お
け
る

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　

沖村 智 議員　

質
問　

行
政
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
徹
底
の
た
め
、

る
。

建
設
課
長　

伐
採
し
た
木
は
全
て
を

搬
出
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
後

関
係
機
関
と
協
議
等
し
て
検
討
す
る
。

質
問　

今
後
高
齢
化
や
、
未
実
施
部

分
を
、
ど
う
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

建
設
課
長　
「
地
域
内
の
環
境
は
地

域
内
で
整
備
す
る
」
と
い
う
趣
旨
を

理
解
し
て
頂
く
と
共
に
、
未
実
施
の

部
分
は
関
係
機
関
に
強
く
要
望
し
整

備
を
進
め
て
行
く
。

 

高
齢
者
向
け
保
健
運
動
推
進

質
問　

高
齢
者
向
け
運
動
の
状
況
を

尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

ロ
コ
ト
レ
教
室
の

実
施
や
保
健
師
や
健
康
運
動
指
導
士

れ
は
７
つ
の
柱
に
立
つ
政
策
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
は
、
麻
績
村
と
協

議
し
平
成
30
年
４
月
よ
り
開
始
で
き

る
よ
う
検
討
中
。

質
問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
の
実
施
状
況
と
計
画
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

９
月
開
催
時
に
は
、

約
70
名
の
参
加
が
あ
り
、
今
後
も
大

勢
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

周
知
の
仕
方
を
含
め
て
検
討
す
る
。

質
問　

介
護
者
の
負
担
の
軽
減
、
相

談
の
対
応
等
各
種
の
充
実
を
お
願
い

す
る
。

河
川
の
環
境
整
備

質
問　

河
川
愛
護
団
体
の
実
施
状
況

と
課
題
を
尋
ね
る
。

建
設
課
長　

平
成
26
年
度
の
実
施
状

況
は
、
41
団
体
、
６
８
７
名
の
方
に

協
力
頂
い
た
。
謝
金
は
一
人
当
た
り

８
０
０
円
。
実
施
で
き
な
い
箇
所
は

樹
木
が
目
立
つ
状
況
。
河
川
管
理
者

に
も
依
頼
を
し
て
い
る
が
、
進
捗
が

悪
い
状
況
。
住
民
の
方
の
ご
協
力
が

頂
け
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

質
問　

河
川
内
の
木
の
処
理
で
困
ま

っ
て
い
る
が
、
対
策
に
つ
い
て
尋
ね

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

佐藤 文男 議員

質
問　

認
知
症
は
全
国
的
に
も
増
加

傾
向
で
あ
り
、
村
の
現
状
と
対
策
を

尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

軽
度
の
症
状
を
含

め
る
と
２
１
２
人
で
、
要
介
護
者
の

57
％
を
占
め
て
い
る
。
介
護
予
防
が

認
知
症
予
防
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

る
。
ロ
コ
ト
レ
教
室
は
有
効
な
の
で

継
続
し
て
行
く
。
ま
た
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
を
養
成
し
、
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
環
境
で
の
生
活
を
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
考
え
る
。

質
問　

ロ
コ
ト
レ
教
室
の
実
態
を
尋

ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

平
成
26
年
度
は
、

年
間
20
回
で
１
回
当
た
り
30
人
で
あ

り
、
今
年
度
は
増
加
中
で
あ
る
。

質
問　

認
知
症
施
策
推
進
５
ヶ
年
計

画
（
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
準
備
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

住
民
福
祉
課
長　

今
年
に
な
り
、
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
た
。
こ

河川の中の木の状況

ブラインドを下ろすと窓が開かない
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10
月
28
日
、
坂
井
及
び
筑
北
ひ
ま

わ
り
保
育
園
を
視
察
し
、
各
園
長
よ

り
保
育
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
、「
え
い
ご

と
と
も
だ
ち
」
を
見
学
し
、
園
児
と

一
緒
に
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課
題
は
、
１
・
２
歳
児
の
定
員
が

一
杯
の
中
、
一
時
保
育
の
要
望
が
多

く
職
員
体
制
・
部
屋
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
親
へ
の
支
援
（
悩

み
の
解
決
等
）
な
ど
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
回
の
視
察
で
は
、
園

児
達
が
明
る
く
楽
し
そ
う
に
過
ご
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
職
員

の
方
々
の
ご
苦
労
に
感
謝
致
し
ま
す
。

（
社
会
文
教
常
任
委
員 

佐
藤
文
男
）

建
設
課
長　

土
砂
災
害
防
止
法
で
は
、

ハ
ー
ド
対
策
推
進
の
も
の
で
は
な
く
地

域
の
状
況
を
図
示
化
し
て
い
く
。
そ

の
た
め
、
地
域
防
災
計
画
で
は
避
難

体
制
の
構
築
等
が
反
映
さ
れ
る
が
、
ハ

ー
ド
面
で
の
計
画
は
掲
載
さ
れ
な
い
。

質
問　

土
砂
災
害
防
止
法
に
お
い
て

行
政
の
役
割
は
、「
知
ら
せ
る
努
力
」

と
国
土
交
通
省
の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
今
後
、
知
ら
せ
る
努
力

を
実
施
願
い
た
い
。
ま
た
、
村
長
の

考
え
を
伺
う
。

村
長　

今
般
の
鬼
怒
川
の
洪
水
の
例

か
ら
も
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
た
め
に
、
新
し
い
計
画
を
立
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問　

区
の
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た

め
に
は
、
区
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

総
務
課
長　

役
員
の
な
り
手
が
い
な

い
と
い
う
声
も
聞
く
。
特
に
区
よ
り

も
常
会
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
、
集

落
担
当
制
度
の
職
員
が
関
わ
っ
て
い

く
体
制
づ
く
り
が
望
ま
し
い
。

質
問　

高
齢
化
・
財
政
難
な
ど
行
政

課
題
は
多
い
が
、
議
会
・
区
の
制
度

の
改
革
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
力
を

い
れ
て
も
ら
い
た
い
。

防
災
計
画

質
問　

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き

村
内
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
が
、
防
災
計
画
へ
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
た
か
伺
う
。

総
務
課
長　

現
在
特
別
警
戒
区
域
、

警
戒
区
域
等
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
る
。
長
野
県
で
も
大
幅

に
防
災
計
画
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
も
と
に
村
で
も
現
在
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

防
災
計
画
と
い
う
ソ
フ
ト
面

だ
け
で
な
く
、
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て

具
体
的
な
計
画
が
あ
る
か
伺
う
。

ど
の
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
る
か
伺

う
。

総
務
課
長　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に

つ
い
て
、「
組
織
内
の
ル
ー
ル
遵
守

や
、
公
正
公
平
に
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
」
と
理
解
し
て
い
る
。
村
で
は

機
会
ご
と
法
令
を
守
る
よ
う
職
員
へ

指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
修
等
も

行
っ
て
い
る
。

質
問　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守

す
る
範
囲
は
ど
こ
ま
で
及
ぶ
か
伺
う
。

総
務
課
長　

職
員
は
当
然
で
あ
り
、

臨
時
職
員
や
臨
時
任
用
職
員
に
つ
い

て
も
村
に
採
用
さ
れ
て
い
る
意
識
は

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

村
の
計
画
し
た
事
業
を
適
正

に
遂
行
し
て
い
く
こ
と
も
併
せ
て
お

願
い
す
る
。

区
・
常
会
の
制
度
運
営

質
問　

防
災
訓
練
や
敬
老
会
の
在
り

方
に
多
少
な
り
と
も
問
題
を
感
じ
た
。

村
の
区
・
常
会
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
伺
う
。

総
務
課
長　

自
ら
の
手
に
よ
り
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
組
織

で
あ
り
、昨
今
言
わ
れ
て
い
る
自
助
・

共
助
・
公
助
の
う
ち
共
助
の
役
割
を

担
う
。

防災訓練の風景

「えいごとともだち」の様子

な
か
っ
た
の
は
何
故
か
？

○
坂
井
公
民
館
に
職
員
が
不
在
と
な

り
、
コ
ピ
ー
１
枚
で
も
役
場
支
所

へ
行
く
た
め
不
便
。
施
設
管
理
も

行
き
届
か
な
い
と
感
じ
る
。
職
員

の
配
置
を
要
望
。

　

行
政
へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い
て

は
、
10
月
16
日
に
正
・
副
議
長
が
村

長
に
提
出
し
ま
し
た
。
今
後
の
行
政

懇
談
会
な
ど
に
回
答
頂
く
予
定
で
す
。

議
員
一
同
、
住
民
の
ご
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
議
員
活
動
に
繋
げ
、

活
気
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て

鋭
意
努
力
し
ま
す
。

　
（
全
て
の
ご
意
見
を
、
記
載
で
き

な
い
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。）

　
　
　

副
議
長　
　

小
山
正
博

 

○
砂
防
河
川
の
護
岸
の
石
抜
け
箇
所

な
ど
で
、
な
か
な
か
犀
川
砂
防
事

務
所
が
見
に
来
な
い
。
議
会
か
ら

も
働
き
か
け
を
要
望
。

○
長
時
間
に
亘
る
停
電
時
、
村
の
情

報
系
や
電
話
が
使
え
な
い
。
防
災

無
線
で
放
送
で
き
な
い
か
？

　
（
役
場
は
無
停
電
な
の
か
？
）

坂
井
地
域

○
地
籍
調
査
事
業
は
、
坂
井
地
域
で

は
実
施
し
て
い
る
の
か
。
未
実
施

な
ら
ば
い
つ
か
ら
行
う
の
か
？

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
が
半
年
経

た
な
い
う
ち
に
打
ち
切
り
と
な
っ

た
が
、
何
故
か
？

○
学
校
統
合
に
つ
い
て
、
麻
績
村

住
民
か
ら
も
組
合
立
の
筑
北
中
が

あ
る
の
で
、
坂
井
小
と
麻
績
小
で

進
め
て
頂
き
た
い
と
の
話
が
あ
る
。

教
育
等
検
討
会
議
も
発
足
し
た
ば

か
り
で
あ
る
が
、
議
会
の
考
え
は

ど
う
か
？

○
地
域
振
興
券
販
売
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
謝
罪
は
あ
っ
た
が
村
民

は
そ
の
原
因
を
知
ら
な
い
の
で
説

明
し
て
欲
し
い
。

○
筑
北
村
を
薬
草
の
村
に
し
た
い
と

村
長
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
議
員
の
出
席
が

○
敬
老
会
を
村
で
主
催
し
な
い
の
で
、

区
か
常
会
で
や
る
の
か
悩
ん
で
い

る
。
旧
村
な
り
区
単
位
で
の
村
主

催
の
開
催
を
要
望
。

○
来
年
改
選
の
民
生
委
員
の
な
り
手

が
な
い
。
待
遇
改
善
（
報
酬
増
）

を
要
望
。

○
国
道
４
０
３
号
の
新
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
よ
り
、
不
要
と
な
る
現
道
の

払
下
げ
を
要
望
。（
伊
切
方
面
に

通
行
で
き
る
よ
う
）

坂
北
地
域　

○
以
前
、
人
口
が
５
０
０
０
人
を

割
っ
た
場
合
の
適
正
予
算
は
約

33
億
円
と
聞
い
た
（
平
成
27
年

度
当
初
予
算
は
41
億
円
）。
教
育

委
員
会
で
は
約
１
０
０
人
の
臨
時

職
員
が
お
り
、
今
後
教
育
関
係
の

予
算
減
が
心
配
だ
が
ど
う
か
？

○
５
０
０
０
人
を
超
え
る
か
割
る
か

で
、
ど
の
く
ら
い
地
方
交
付
税
交

付
金
が
違
う
の
か
？

○
村
民
は
議
会
で
何
が
あ
っ
た
か
新

聞
で
知
る
。「
議
会
だ
よ
り
」
の

単
独
発
行
を
要
望
。

○
勤
め
人
は
、
一
般
質
問
の
生
放
送

を
見
る
の
は
難
し
い
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
を
活
用
し
、
夜
も
視
聴
可

能
に
し
て
欲
し
い
。

　　

８
月
31
日
か
ら
９
月
2
日
ま
で
、

各
地
域
１
回
の
計
３
会
場
で
、
全
議

員
が
出
席
し
て
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
議
会
か
ら
の
報
告
と
し

て
、
平
成
27
年
度
の
当
初
予
算
と
主

要
施
策
説
明
、
総
務
・
社
会
文
教
・

建
設
産
業
の
各
常
任
委
員
会
か
ら
の

報
告
を
行
い
、
そ
の
後
議
会
へ
の
要

望
・
提
言
を
伺
い
ま
し
た
。
３
地
域

全
体
で
35
名
の
出
席
が
あ
り
、
行
政

へ
の
要
望
等
含
め
38
項
目
の
貴
重
な

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

〈
主
な
意
見
〉

本
城
地
域

○
災
害
復
旧
予
算
が
１
万
円
の
計
上

だ
が
、
対
応
で
き
る
の
か
？

○
冠
着
温
泉
へ
の
繰
出
金
増
額
は
何

故
か
？
営
業
努
力
は
？

○
３
温
泉
施
設
が
、
財
政
上
負
担
で

あ
る
が
、
将
来
的
に
施
設
の
売
却

が
あ
る
の
か
？

○
教
育
等
検
討
会
議
に
て
、
保
護
者

代
表
12
名
は
任
期
１
年
で
あ
る
が

「
結
論
が
出
る
ま
で
委
員
を
固
定
」

の
対
応
を
要
望
。

村
民
の
皆
様
と
議
会
議
員
と
の

懇
談
会
の
開
催

坂北会場での懇談の様子

社
会
文
教
常
任
委
員
会

保
育
状
況
調
査
報
告



29 28

賞
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
が
西
条
温
泉
と
く
ら
で

行
わ
れ
、
日
頃
の
議
員
活
動
や
今

後
の
両
村
の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々

な
話
題
で
懇
親
を
よ
り
一
層
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
建
設
産
業
常
任
委
員　

沖
村
智
）

　

10
月
23
日
に
青
木
村
・
筑
北
村

議
員
懇
談
会
が
当
村
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高

等
学
校
の
見
学
や
筑
北
村
10
年
の

あ
ゆ
み
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
誘

致
に
お
い
て
は
、
多
く
の
青
木
村

議
員
か
ら
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
筑
北
村
10
年
の
あ

ゆ
み
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
製
作
に
つ
い
て
ご

　

10
月
１
日
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員

交
流
会
が
、
東
筑
５
村
の
議
員
と
事

務
局
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
今

年
は
朝
日
村
が
主
催
で
、『
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
館
』
の
活

動
と
題
し
た
研
修
の
後
、
わ
く
わ
く

館
を
視
察
し
た
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
平
成
22
年
に
改
修
し
て
造
ら
れ

65
％
の
小
学
生
が
利
用
し
て
い
る
。

　

今
年
２
園
が
統
合
さ
れ
、
新
た
に

建
設
さ
れ
た
「
あ
さ
ひ
保
育
園
」
の

視
察
を
し
た
。
村
産
の
カ
ラ
マ
ツ

が
積
極
的
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
地
中
熱
を
利
用
し
た

空
調
設
備
は
、
未
満
児
と
事
務
所

に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
・
画
期
的
な
室
内
プ
ー
ル
（
朝
日

村
は
標
高
が
７
０
０
ｍ
と
高
い
た

め
夏
で
も
寒
い
）
が
あ
る
。
事
業

費
は
６
億
５
０
０
０
万
円
（
財
源

は
様
々
な
補
助
金
で
一
般
財
源
は

１
億
６
０
０
０
万
弱
）
で
あ
る
。
現

在
１
３
２
名
の
園
児
が
在
籍
し
て
い

る
。

 （
社
会
文
教
常
任
委
員　

鎌
田
欣
子
）

　

第
66
回
と
な
る
議
員
大
会
は
山
形

村
の
当
番
村
で
９
月
３
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

東
筑
５
村
が
そ
れ
ぞ
れ
議
題
を
提

出
し
、
議
員
間
で
問
題
共
有
す
る
と

と
も
に
、
来
賓
で
あ
る
国
会
議
員
、

県
会
議
員
、
県
関
係
者
へ
我
々
の
声

を
届
け
ま
す
。

　

本
村
は
昨
年
に
引
き
続
き
「
国
道

４
０
３
号
矢
越
防
災
事
業
の
早
期
完

成
」
を
議
題
と
し
、
ト
ン
ネ
ル
か
ら

安
曇
野
市
側
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

も
事
業
化
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

（
建
設
産
業
常
任
委
員　

太
田
守
彦
）

第
66
回
東
筑
摩
郡
村
議
会

議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
る

東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
交
流
会

青
木
村
議
会
議
員
と
の
懇
談
会

筑北村の議題発表

あさひ保育園の室内プール

中原野球部監督の話を伺う

　

10
月
23
日
に
国
道
１
４
３
号
青
木

峠
新
ト
ン
ネ
ル
建
設
促
進
議
員
連
盟

設
立
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
村

で
は
、
同
日
に
行
わ
れ
た
青
木
村
議

会
議
員
と
の
懇
談
会
の
中
で
同
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
、
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
、

早
期
実
現
に
む
け
関
連
自
治
体
が
同

じ
志
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

今
後
は
、
青
木
村
や
関
連
す
る
自

治
体
と
共
通
の
認
識
を
も
っ
て
、
県

や
国
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

（
建
設
産
業
常
任
委
員　

沖
村
智
）

国
道
１
４
３
号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル

議
員
連
盟
設
立
総
会

新トンネル建設促進に向け団結

議　会　日　誌

7月
6日
9日
9日
14日
16日
17日
21日
22日

22日
23日
23日
31日

松本広域連合議会議員協議会
松本広域連合議会第１回臨時会
篠ノ井線松本地域活性化協議会総会
国道143号改良舗装期成同盟会総会
青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会総会
青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会県要望
役場本庁舎業務開始式
地域高規格道路松本糸魚川連絡道路長野県側ルート
建設促進協議会総会
松塩筑木曽老人福祉施設組合７月臨時会
県道真田新田線改良促進期成同盟会総会
町村議会議員研修会
筑北村社協長期構想策定委員会

8月
11日
21日
21日
23日
25日
29日
31日

松本・佐久地域高規格道路建設促進期成同盟会総会
国道403号(千曲安曇野間)道路整備促進期成同盟会中央要望
松本地域正副議長懇話会
筑北村社協そよかぜふくしあわせまつり
東筑摩郡村議会議長会第１回臨時総会
東筑摩塩尻PTA連合会研修会
村民の皆様と議会議員との懇談会（本城地域）

9月
1日
2日
3日
7日

村民の皆様と議会議員との懇談会（坂北地域）
村民の皆様と議会議員との懇談会（坂井地域）
東筑摩郡村議会議員大会
中部縦貫・北陸関東広域道路建設促進期成同盟会総会
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平成27年9月 定例会審議内容
件　　　　　　　　　　名 議決の結果

決
算
認
定
・
条
例
の
一
部
改
正

平成 26 年度筑北村一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定
全員賛成

平成 26 年度筑北村バス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村とくら温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村差切狭温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村冠着温泉施設特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
平成 26 年度筑北村合併浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃
筑北村個人情報保護条例の一部を改正する条例 〃
筑北村手数料徴収条例の一部を改正する条例 〃
筑北村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〃

予　
　
　
　
　

算

平成 27 年度筑北村一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決
全員賛成

平成 27 年度筑北村バス事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 27 年度筑北村国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村国民健康保険診療所特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村宅地造成事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村とくら温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 27 年度筑北村差切峡温泉施設特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村冠着温泉施設特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 27 年度筑北村簡易水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 〃
平成 27 年度筑北村集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 〃
平成 27 年度筑北村合併浄化槽特別会計補正予算（第 1 号） 〃

諮
問 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 全員賛成

適任答申
そ
の
他

筑北村議会会議規則の一部を改正する規則について 原案可決
全員賛成

陳
情

請
願

安保法案の慎重審議を求める請願 採択
国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書提出に関する請願書 〃
私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 〃

意
見
書

・安保法案の慎重審議を求める意見書
・国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める意見書
・私立高校への公費助成に関する意見書
※関係機関へ意見書の送付を行いました。

筑北村
公民館報
平成27年11月20日発行

〒399-7711
長野県東筑摩郡筑北村坂井 5687-2
電話　0263-67-1161
FAX　0263-67-2170
ホームページ
http://www.vill.chikuhoku.lg.jp
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公
民
館
長
着
任
の
あ
い
さ
つ

�

宮
澤
信
雄

花
岡
館
長

の
後
任
と
し
て
、

公
民
館
長
に
着

任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
公
民
館
活
動
は
ス

ポ
ー
ツ
関
係
で
参
加
す
る
の
み
の
世

間
知
ら
ず
の
私
で
す
が
、
村
民
の
皆

様
か
ら
ご
指
導
、
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
民
館
活
動
は
多
岐
に
わ
た
る
奥

の
深
い
分
野
で
あ
り
、
公
民
館
活
動

か
ら
生
ま
れ
る
力
は
、
日
頃
の
生
活

ま
た
生
涯
が
充
実
し
た
も
の
で
あ
る

た
め
の
よ
り
所
で
あ
り
、
健
康
で
明

る
い
地
域
、
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

前
館
長
、
各
分
館
・
団
体
の
皆
様

が
つ
く
り
上
げ
て
き
た
活
動
を
後
退

さ
せ
な
い
よ
う
、
皆
様
か
ら
の
要
望

を
お
聞
き
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
課
題
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
が
勉
強
し
、

や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
一
歩
一
歩
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
村
民
皆

様
の
お
力
、
ま
た
ご
指
導
を
賜
り
な

が
ら
公
民
館
活
動
が
充
実
し
た
も
の

に
な
る
よ
う
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

図
書
館
長
・
歴
史
民
俗
資
料
等
館
長

着
任
の
あ
い
さ
つ

�

山
崎
洋
文

こ
の
度
、
十

月
の
異
動
で
図

書
館
長
並
び
に

資
料
館
長
に
任

命
い
た
だ
き
ま

し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
人

間
を
創
る
基
本
的
行
為
と
言
わ
れ
て

い
た
の
は
過
去
の
こ
と
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
昨
今
で
す
が
、
図
書
館
は
人

の
豊
か
さ
を
創
る
と
こ
ろ
に
は
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

楽
し
く
、
居
心
地
の
よ
い
図
書
館
に

し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
乞

う
ご
期
待
。

資
料
館
と
は
、
四
十
年
の
付
き
合

い
で
す
。
図
書
館
と
連
携
し
て
地
域

の
宝
物
館
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

図
書
館
・
博
物
館
は
、
地
域
の
文

化
程
度
の
指
標
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

地
域
の
レ
ベ
ル
を
あ
げ
る
一
助
に
な

れ
ば
と
微
力
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

館
長
退
任
の
あ
い
さ
つ

感
謝
の
日
々
　
　
花
岡
　
好
道

平
成
十
八
年
四
月
か
ら
今
日
ま
で
、

約
十
年
間
公
民
館
長
を
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
の
皆
様
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

10月11日から筑北村公民館の体制が代わりました
【公民館長】　宮澤　信雄（のぶお）（新任）
【副公民館長】　大川　光作（こうさく）
　副館長は２名体制でしたが１名となり、今まで各地域を担当して
いた副館長を置かないことにしました。
　また、図書館長・歴史民俗資料等館長は副館長が兼任していまし
たが、専任の館長を置くことにしました。

【図書館長・歴史民俗資料等館長】　山崎　洋文（ひろふみ）（新任）
　引き続き公民館活動、社会教育・生涯学習活動に村民皆様のご協
力をお願いします。

10月 10日をもって
公民館長　　花岡　好道氏
副公民館長　宮川　貞夫氏
が任期満了となりました。

花岡館長、宮川副館長におかれまして
は約10年間村の公民館活動にご尽力を
いただきました。感謝を申し上げます。
� 一同
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三
村
が
合
併
し
て
筑
北
村
が
誕
生

し
、
何
か
ら
始
め
た
ら
と
戸
惑
う
中

で
の
出
発
で
あ
り
ま
し
た
。
村
の
皆

さ
ん
が
集
え
る
為
に
は
、
旧
村
の
枠

を
外
し
、
意
思
疎
通
が
出
来
、
お
互

い
の
地
域
を
知
り
、
筑
北
村
の
村
民

と
し
て
お
互
い
手
を
取
り
合
っ
て
い

く
公
民
館
活
動
に
、
と
言
う
思
い
を

目
標
に
出
発
し
ま
し
た
。
三
地
域
の

皆
様
が
、
共
に
集
い
参
加
で
き
る
講

座
や
サ
ー
ク
ル
に
力
を
入
れ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

公
民
館
は
皆
様
の
支
え
が
な
け
れ

ば
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
お
支
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

筑北村公民館からお知らせ
　　11月から本城公民館事務所に

一般社団法人
筑北スポーツ振興協会

　　の事務所を置きました。

村では当協会と連携し、総合型地域スポーツ
クラブの設立を目指しています。当面の活動
拠点として、本城公民館を活用することにい
たしましたので、ご理解をお願いいたします。

を
作
っ
て
全
員
で
一
緒
に
食
べ
ま

し
た
。
祖
父
母
と
同
居
し
て
い
る
子

が
多
い
の
で
お
年
寄
り
と
も
す
ぐ

に
打
ち
解
け
て
一
緒
に
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ

ん
は
泣
く
の
が
仕
事
で
す
が
、
そ
の

泣
き
声
ま
で
も
可
愛
く
て
微
笑
ま

し
く
感
じ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
達
は

普
段
静
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
の

で
、
今
回
は
い
い
刺
激
に
な
っ
て
楽

し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

坂
井
地
域
の
施
設
は
使
用
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
老
レ
ク
も

こ
れ
か
ら
上
手
く
活
用
し
て
い
き
た

い
施
設
で
す
。
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
っ
て
も
っ
と
使
用
し
て
い
け
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人
が

気
軽
に
集
ま
っ
て
お
茶
が
飲
め
る
よ

う
な
場
所
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
一
緒

に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
７
日
に
坂
井
老
人
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
施
設
（
老
レ
ク
）
で
お
茶
っ

子
ク
ラ
ブ
と
親
子
料
理
教
室
が
共
催

で
開
か
れ
ま
し
た
。
お
茶
っ
子
ク
ラ

ブ
は
社
協
が
中
心
に
な
っ
て
一
人
暮

ら
し
の
お
年
寄
り
が
気
軽
に
お
茶
を

飲
ん
だ
り
、
お
喋
り
が
で
き
る
場
所

づ
く
り
と
し
て
９
月
か
ら
月
に
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。
親
子
料
理
教
室

は
坂
井
ち
ょ
っ
と
や
る
会
が
未
満
児

の
親
子
が
集
ま
れ
る
場
所
づ
く
り
と

し
て
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
一
緒
に
開
く
こ
と
で
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
多

世
代
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。
料

理
教
室
で
は
炊
き
込
み
ご
飯
と
き

の
こ
入
り
豚
汁
と
さ
つ
ま
い
も
餅

日
時　

12
月
１
日
（
火
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場
所　

本
城
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　
　
（
本
城
庁
舎
隣
）

演
題　
『
映
画
「
道
～
白
磁
の
人
～
」

　
　
　

の
歩
み
と
在
日
コ
リ
ア
ン
の

　
　
　

想
い
』

講
師　

李 

春
浩
（
リ
・
チ
ュ
ノ
）
さ
ん

　

・
韓
国
創
作
家
庭
料
理
や
ん
ち
ゃ

坊
を
経
営

　

・（
有
）
渡
来
人　

代
表
取
締
役

　

・
映
画
「
道
～
白
磁
の
人
～
」

　
　

企
画
者

　
　

松
本
制
作
委
員
会
副
委
員
長

　

・
韓
国
食
文
化
薬
草
研
究
所
所
長

在
日
韓
国
人
Ⅱ
世
の
講
師
の
生
い

立
ち
か
ら
差
別
を
な
く
す
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
現
在
の
活
動
ま
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
な
く
入

場
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

人
権
講
演
会
開
催
の
お
し
ら
せ

多
世
代
交
流
会

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggggg

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
受
賞

大
村　

智
さ
ん

大
村
さ
ん
は
土
の
中
の
お
び
た
だ
し

い
微
生
物
を
調
べ
上
げ
る
地
道
な
研

究
で
、
熱
帯
地
方
を
中
心
に
寄
生
虫

に
よ
る
失
明
や
深
刻
な
病
気
に
お
び

え
る
人
々
の
特
効
薬
を
開
発
し
、
数

多
く
の
人
命
を
救
い
貧
困
の
減
少
に

も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

大
村
さ
ん
は
、
温
和
で
偉
ぶ
っ
た
所

が
全
く
無
い
謙
虚
な
人
柄
で
、
思
い
や

り
を
意
味
す
る
「
恕
」
と
い
う
言
葉

を
大
切
に
し
、
何
か
人
の
為
に
な
る
こ

と
は
な
い
か
と
い
つ
も
考
え
て
き
た
そ

う
で
す
。

受
賞
を
一
番
に
知
ら
せ
た
か
っ
た
奥

さ
ん
の
文
子
さ
ん
は
15
年
前
に
病
気

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
文
子
さ
ん
は
、

智
さ
ん
の
書
籍
代
で
生
活
が
苦
し
い
時
、

そ
ろ
ば
ん
を
教
え
家
庭
教
師
を
し
て

家
計
を
支
え
ま
し
た
。

海
外
の
お
客
様
や
留
学
生
を
自
宅

に
迎
え
る
時
に
は
、
い
つ
も
手
料
理
を

用
意
し
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
を
し

た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
会
え
な
く
て

寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
娘
さ
ん
に
は
、

お
父
さ
ん
の
研
究
は
す
ご
い
ん
だ
よ
と

話
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

昨
年
11
月
、
村
の
美
術
館
巡
り
で
、

大
村
さ
ん
が
40
年
に
わ
た
っ
て
集
め
て

き
た
美
術
品
を
展
示
し
、
韮
崎
市
に

寄
贈
し
た
韮
崎
大
村
美
術
館
に
行
っ

て
き
ま
し
た

大
村
さ
ん
は
、
美
術
品
と
の
出
会

い
が
無
け
れ
ば
人
生
は
さ
ぞ
つ
ま
ら
な

い
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
悩

み
苦
し
み
彷
徨
っ
て
い
た
時
に
自
分
を

見
失
わ
ず
に
い
ら
れ
た
の
も
美
術
品
の

お
陰
で
あ
り
、
い
つ
も
心
を
和
ま
せ

清
々
し
い
気
も
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
存

在
だ
と
も
話
し
て
い
ま
す
。

こ
の
美
術
館
は
大
村
氏
の
目
に
適
っ

た
一
級
の
作
品
が
集
め
ら
れ
、
特
に
日

本
を
代
表
す
る
女
流
画
家
の
作
品
が

数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
政

60
周
年
記
念
の
近
代
女
流
画
家
森
田

元
子
展
は
見
ご
た
え
が
あ
り
大
変
興

味
深
か
っ
た
で
す
。
大
村
さ
ん
の
人
柄

の
よ
う
に
ほ
っ
こ
り
と
心
温
ま
る
時
間

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

心
の
伝
言
板
○39

本
城
地
域
・
竹
之
下
に
東
京
か
ら

移
住
さ
れ
た
小
林
聡
介
さ
ん
・
美
貴

さ
ん
夫
妻
。
聡
介
さ
ん
は
昨
年
３
月
、

美
貴
さ
ん
は
10
月
に
引
っ
越
し
て
き

ま
し
た
。
二
人
の
作
品
が
「
商
工
祭

と
で
ん
で
ん
フ
ェ
ス
タ
」
に
出
店
さ

れ
て
い
る
中
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

筑
北
村
に
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
？

東
京
で[

移
住
相
談
会]

が
開
か
れ

て
い
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
紹
介
を

し
て
い
た
。
そ
の
時
の
担
当
者
が
詳

し
く
優
し
く
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と

が
、
村
へ
の
移
住
の
き
っ
か
け
で
す
。

筑
北
村
の
印
象
は
？

「
静
か
な
所
で
す
ね
。
自
分
が
田

舎
の
出
身
な
の
で
静
か
な
と
こ
ろ
で

も
の
づ
く
り
が
し
た
い
。」「
時
間
が

ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
る
。
心
の
余
裕

が
も
て
る
、
時
間
が
あ
る
の
で
必
要

な
も
の
に
手
間
が
か
け
る
こ
と
が
で

き
る
」
山
形
県
大
江
町
左
沢
出
身
の

聡
介
さ
ん
と
東
京
江
戸
川
出
身
の
美

貴
さ
ん
。
大
学
時
代
に
山
形
で
知
り

合
っ
た
。「
日
向
の
温
か
さ
改
め
て

実
感
し
た
」「
光
に
透
明
感
が
あ
り

自
然
の
色
が
鮮
や
か
に
見
え
る
」

趣
味
は
？

聡
介
さ
ん
は
？
「
時
間
に
余
裕
が
あ

る
時
に
少
し
凝
っ
た
男
の
料
理
を
つ

く
る
こ
と
」

美
貴
さ
ん
は
？
「
息
抜
き
に
裁
縫
・

針
仕
事
は
狭
い
所
で
で
き
て
、
す
ぐ

片
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
」　

印
象
に
残
っ
た
所
・
希
望
す
る
こ
と
は
？

「
村
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
取
材
で

筑
北
村
の
自
然
を
沢
山
見
ま
し
た
。

特
に
河
鹿
沢
の
景
色
が
素
敵
で
し
た
」

「
現
在
は
隣
村
ま
で
通
勤
し
て
い

る
。
近
く
で
働
け
る
場
所
が
あ
れ
ば

い
い
な
と
思
う
」

「
今
年
は
小
さ
な
畑
で
菜
園
作
り

に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
外
で
畑
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
地
域
の
方
が
声

を
か
け
て
く
れ
、
こ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
の
温
か
さ
を
日
々
感
じ
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

よ
う
こ
そ
！
筑
北
村
へ 　
【17】

聡介さんは金属工芸作家
美貴さんは陶作家・デザイナー

二人の作品
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９
月
25
日
に
日
本
ウ
ェ
ル

ネ
ス
高
等
学
校　

信
州
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
・
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
は

松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
編
入

生
14
人
と
新
規
入
学
生
６
人

が
新
し
く
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス

で
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
学
を
行
い
、

住
民
と
の
交
流
も
図
り
ま
す
。

10
月
か
ら
は
サ
ッ
カ
ー
と

野
球
を
主
軸
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
、
総
合
の
２
コ
ー
ス
を
開

講
さ
せ
、
来
年
４
月
か
ら
理

美
容
、
ド
ッ
グ
ト
リ
マ
ー
の

２
コ
ー
ス
を
開
講
し
て
、
３

年
間
で
約
２
４
０
人
の
生
徒

を
募
集
す
る
計
画
で
す
。

筑
北
村
は
若
者
の
元
気
な

声
が
響
く
村
づ
く
り
を
目
指

し
応
援
し
ま
す
。

日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校
信
州

筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
こ
の
度
９
月

25
日
に
開
校
い
た
し
ま
し
た
。

開
校
に
あ
た
り
村
内
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
事
を
大

変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
の
学
校
を
誘
致
頂
き
開
校
ま

で
向
か
う
こ
と
は
、
筑
北
村
村
民
の

皆
様
の
大
き
な
決
断
で
あ
り
、
大
き

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
と
私
は
考
え
、

学
園
と
し
て
の
大
き
な
責
任
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
校
生
年
代
は
、
非
常
に
血
気
盛

ん
な
年
頃
で
あ
り
、
問
題
も
起
こ
し

ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
大
き
な
家
族
が
こ
の
筑
北
村
に

引
越
し
を
し
て
き
て
、
右
も
左
も
わ

か
ら
ず
に
い
る
村
民
で
あ
る
と
考
え

て
い
た
だ
き
、
問
題
が
あ
れ
ば
す
ぐ

に
ご
連
絡
を
頂
い
た
り
、
そ
の
場
で

叱
っ
て
い
た
だ
き
少
し
で
も
早
く
筑

北
村
の
村
民
に
な
る
よ
う
に
、
我
々

職
員
も
生
徒
を
指
導
し
て
ま
い
り
ま

す
し
、
生
徒
に
は
住
民
の
皆
様
に
元

気
な
声
で
全
員
に
挨
拶
を
す
る
こ
と

を
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ま

ず
は
こ
の
筑
北
村
に
大
き
く
元
気
な

声
が
響
き
渡
る
村
に
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
村
民
の
皆
さ

ん
も
元
気
な
声
で
挨
拶
を
返
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
筑
北
村
は
ど
ん
ど
ん
明

る
い
元
気
な
村
に
な
っ
て
い
く
と
考

え
ま
す
。

我
々
学
園
の
役
目
は
、
筑
北
村
を

活
力
あ
る
村
に
し
て
住
み
や
す
い
村

に
す
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
る
事
と

考
え
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
村
民
の
仲
間
に
入
れ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
は
、
今
後
一
般
社
団
法
人
筑

北
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
と
共
に
生
涯

学
習
の
講
習
会
を
い
ろ
い
ろ
開
催
い

た
し
ま
す
。

カ
メ
ラ
教
室
、
美
容
教
室
、
体

操
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
、
生
活
習
慣
病

予
防
教
室
な
ど
様
々
な
教
室
を
設
け
、

高
校
生
だ
け
で
な
く
幼
児
か
ら
シ
ニ

ア
層
ま
で
学
べ
る
場
で
あ
り
、
地
域

住
民
の
交
流
い
た
だ
け
る
場
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

筑
北
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は

三
村
が
合
併
し
て
筑
北
村
が
誕
生

し
て
十
周
年
を
迎
え
る
こ
の
記
念
の

年
に
、
関
川
村
長
さ
ん
を
先
頭
に
し

た
地
域
の
多
く
の
皆
様
の
御
尽
力
に

よ
り
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
等
学
校

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
い
た

し
ま
し
た
。

野
球
部
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
中

原
英
孝
で
す
。

私
は
、
高
校
野
球
一
筋
で
す
。（
松

商
学
園
二
十
二
年
間
、
長
野
日
大

一
〇
年
間
）
三
十
二
年
間
の
監
督
生

活
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
、
約
八
百

人
を
超
え
る
教
え
子
に
恵
ま
れ
て
生

徒
た
ち
か
ら
教
え
ら
れ
て
学
ん
で
き

た
こ
と
を
糧
と
し
て
地
元
の
生
徒
を

中
心
と
し
て
全
国
に
輪
を
広
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
の
野
球
の
集
大
成
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、
清
ら
か
な
水
、
心

温
ま
る
人
情
深
い
村
の
人
々
、
村
の

力
強
い
協
力
体
制
、
県
下
一
の
練
習

環
境
、
充
実
し
た
施
設
、
素
晴
ら
し

い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
筑
北
村
に

私
は
活
力
あ
ふ
れ
る
村
造
り
を
推
し

進
め
る
筑
北
村
の
一
助
に
な
れ
る
よ

う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

生
徒
に
は
高
校
野
球
を
や
る
目
標

と
目
的
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
生
徒

指
導
を
し
っ
か
り
と
日
々
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
生
徒
た

ち
の
頑
張
り
で
地
方
の
村
か
ら
喜
び

と
笑
顔
を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
の
人
た
ち
か
ら
可
愛
が
ら
れ
、

愛
さ
れ
て
熱
く
応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
筑
北
村
と
信
州
筑
北
キ
ャ

ン
パ
ス
は
大
変
不
思
議
な
縁
で
結
ば

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
の
高
校
野
球
は
第
百
一
回
目

の
大
会
と
な
り
ま
す
。
筑
北
村
も
合

併
一
一
年
目
に
入
り
ま
す
。
信
州
筑

北
キ
ャ
ン
パ
ス
は
高
校
野
球
大
会
第

一
回
目
初
出
場
と
な
り
ま
す
。

筑
北
村
の
期
待
を
胸
に
刻
み
込
み

我
々
は
聖
地
を
目
指
し
て
の
戦
が
始

ま
り
ま
す
。
温
か
い
御
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

筑
北
村
一
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

節
目
に
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
信
州
筑
北

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
校
す
る
事
と
な
り
、

今
後
の
村
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で

村
の
高
校
で
あ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
信
州

筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
が
大
き
な
貢
献
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改

め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て

い
ま
す
。

緑
豊
か
な
山
間
の
村
。
美
し
い

田
園
風
景
と
溢
れ
ん
ば
か
り
の
自

然
。
夕
暮
れ
時
に
は
山
々
の
稜
線
の

美
し
さ
に
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
夜

は
『
降
っ
て
き
そ
う
だ
。』
と
い
う
表

現
は
こ
の
事
か
と
感
じ
た
星
空
。
こ

こ
に
は
日
本
の
美
し
さ
が
残
っ
て
い

る
と
筑
北
村
に
来
て
か
ら
感
じ
て
い

ま
す
。

こ
う
い
う
環
境
で
勉
学
に
努
め
、

ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
ん
で
い
る
生
徒

た
ち
の
姿
は
、
私
か
ら
見
れ
ば
羨
ま

し
い
限
り
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
少
年

を
青
年
へ
と
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
糧

と
な
り
ま
す
。
生
徒
に
は
全
力
で
ス

ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
多
く
の
事
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
へ
通
じ
る
一
つ
の

鍵
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
、
是
非
、
日
本
国
内
だ
け
で

は
な
く
世
界
へ
と
活
躍
の
場
を
広
げ

て
ほ
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
今
の

日
本
の
現
状
で
言
え
ば
、
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）
は
国
内
だ
け

で
は
な
く
世
界
の
様
々
な
場
所
で
活

躍
し
て
い
る
日
本
人
選
手
が
輩
出
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
彼
ら
の
活
躍
に

続
く
、
そ
し
て
よ
り
世
界
で
活
躍
で

き
る
選
手
を
、
日
本
か
ら
、
そ
し
て
、

こ
の
恵
ま
れ
た
筑
北
村
か
ら
輩
出
出

来
れ
ば
と
私
は
思
い
ま
す
。

村
の
多
く
の
方
々
の
理
解
と
ご
協

力
を
得
て
お
り
ま
す
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス

信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ
ス
が
真
の
意
味

で
『
村
の
学
校
』
と
言
わ
れ
る
日
ま
で
、

精
一
杯
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
・
ウ
エ
ル
ネ
ス

 

高
校
と
協
力
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興

村
の
抱
え
て
い
る
健
康
増
進
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
低
迷
な
ど
様
々

な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
一
般

社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
を

母
体
に
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
高
校
と
も

協
力
し
な
が
ら
、
本
年
度
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立

し
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
各
種
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
催
す
る
ほ
か
、
学
校
や

保
育
園
に
も
出
向
き
ス
ポ
ー
ツ
指

導
に
当
た
り
、
地
域
住
民
が
い
つ

ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
生

涯
健
康
で
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る

取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
ま
で
本

城
公
民
館
事
務
室
を
一
般
社
団
法

人
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
の
事
務
所

と
し
て
利
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
は
是
非
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

電
話
66–

１
０
２
１

 
体
育
施
設
を

 

効
率
的
に
利
用
し
ま
す

体
育
施
設
の
有
効
利
用
と
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、

・
昼
間
…
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
の
活
動

・
夕
方
…
中
学
の
社
会
体
育
の
活
動

・
夜
間
…
住
民
の
定
期
的
な
活
動

・
休
日
…
村
民
及
び
村
外
者
の
活
動

な
ど
、
施
設
を
効
率
的
に
利
用

し
て
い
き
ま
す
。

施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
お

い
て
は
、
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
最
近
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

多
様
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
多
く
の

方
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
利
用
調
整
時
間
帯
の
調

整
も
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

日本ウェルネス高等学校　信州筑北キャンパス開校！日本ウェルネス高等学校　信州筑北キャンパス開校！

キャンバス長
村山　吉郎

蹴球部監督
伊藤　雅範

野球部監督
中原　英孝
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パ
ソ
コ
ン
教
室
の
利
用
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す

教
育
委
員
会
事
務
局

こ
ど
も
支
援
課

村
で
は
、
昨
年
度
か
ら
各
小
学
校

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
し
て
も
使
用
で
き

る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
、
聖

南
中
学
校
へ
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
の
導
入
を
行
い
、
情
報
教
育
環

境
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

筑
北
小
学
校
で
の
パ
ソ
コ
ン
の
活

用
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
４
月
よ
り
開
校
し
た
筑
北

小
学
校
で
は
、パ
ソ
コ
ン
教
室
を
様
々

な
活
動
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、〈
探
究
的
な
学
習
〉
の
調

べ
学
習
の
場
を
大
切
に
し
て
い
る
３

年
生
以
上
が
取
り
組
む
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
は
、
実
際
に
話
を
聞
い

た
り
、
図
書
館
で
は
調
べ
た
り
で
き

な
い
事
柄
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
す
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
、児
童
が
使
用
す
る
ノ
ー

ト
型
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
モ
ニ
タ
ー
の

部
分
を
取
り
は
ず
せ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
し
て
も
利
用
が
で
き
ま
す
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
環
境
も
整
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、パ
ソ
コ
ン
教
室
だ
け
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
の
教
室
で
も
使
用
で
き
ま

す
。
キ
ー
ボ
ー
ド
を
用
い
る
こ
と
は

苦
手
な
児
童
で
も
、
モ
ニ
タ
ー
を
直

接
触
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
は
そ
れ
ほ
ど
抵
抗
感
が

無
く
、
楽
し
く
操
作
を
し
な
が
ら
学

ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

先
日
、
４
年
生
が
点
字
の
学
習
で
、

教
室
で
調
べ
学
習
を
し
ま
し
た
。
は

じ
め
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
扱
い
方
が
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
児
童
も
、
タ
ッ
チ
ペ

ン
を
用
い
て
す
ら
す
ら
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
検
索
を
し
て
い
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
普
通
の
パ
ソ
コ
ン
で
す
と
、

離
れ
て
い
る
友
だ
ち
や
先
生
に
自
分

の
画
面
を
見
て
も
ら
い
た
く
て
も
、

す
ぐ
に
は
な
か
な
か
難
し
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

は
、
持
ち
歩
き
も
可
能
で
す
し
、
友

だ
ち
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
行
う
こ

と
も
出
来
る
よ
さ
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

デ
ジ
カ
メ
の
機
能
を
用
い
て
写
真
を

撮
り
、
後
で
友
だ
ち
に
見
せ
る
な
ど

の
使
い
方
も
で
き
ま
す
。
こ
う
い
っ

た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
よ
さ
を
存
分
に
生

か
し
な
が
ら
、
楽
し
く
学
習
に
取
り

組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
以
外
に
も
、

社
会
や
理
科
、
国
語
、
家
庭
科
等
で

よ
く
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
学

習
ソ
フ
ト
を
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
校
で
は
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使

い
道
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
可
能

性
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
大
い
に
感
謝

し
、
今
後
、
教
職
員
の
研
修
を
充
実

さ
せ
、
学
習
に
有
効
利
用
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
筑
北
小
学
校
教
頭　

伊
賀
雅
志
）

来
年
度
か
ら
の
筑
北
小
応
援
団

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
正
式

発
足
に
向
け
て
、動
き
始
め
ま
し
た
。

九
月
一
日
、
第
一
回
学
校
応
援

団
準
備
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
旧
本
城
小
・
旧
坂
北
小

時
代
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
筑
北

小
に
な
っ
て
か
ら
も
変
わ
ら
ず
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
及
び

団
体
の
代
表
の
方
、
筑
北
小
学
校

に
な
っ
て
も
様
々
な
場
面
で
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
計
十
人

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

応
援
団
運
営
委
員
長
は
、
山
崎

洋
文
さ
ん
で
す
。
筑
北
小
学
校
校

友
歌
の
作
詞
者
で
あ
り
、
村
の
五

年
生
キ
ャ
ン
プ
で
は
毎
年
、
夜
の

き
も
だ
め
し
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

準
備
委
員
会
の
中
で
、
今
後
も

学
校
応
援
団
と
し
て
今
ま
で
と
同

様
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
会

の
中
で
、
筑
北
小
学
校
応
援
団
は

「
つ
つ
じ
応
援
団
」
と
い
う
名
称
で

活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
校
章
・
校
友
歌
に

村
花
の
つ
つ
じ
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
そ
の
理
由
で
す
。

応
援
団
は
正
式
に
発
足
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
校
内
で
の
活
動
は

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
そ
の
活
動
の
様
子
を
伝
え
る
通

信
を
発
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
左
写
真
）

応
援
団
と
し
て
協
力
い
た
だ
け

る
方
の
紹
介
を
中
心
に
、
月
一
回

の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

４年生の点字学習の様子

５年生の理科調べの学習の様子

 

筑
北
小
学
校

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

 

立
ち
上
げ
に
向
け
て

10
月
８
日
（
木
）、
日
本
ウ
ェ
ル

ネ
ス
高
等
学
校
信
州
筑
北
キ
ャ
ン
パ

ス
蹴
球
部
の
生
徒
10
名
が
農
業
体
験

と
し
て
脱
穀
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

場
所
は
坂
北
六
工
の
久
保
田
昌
志

さ
ん
が
借
り
て
い
る
田
ん
ぼ
で
、
生

徒
達
は
久
保
田
さ
ん
の
ご
厚
意
で
こ

の
春
か
ら
田
植
え
、
稲
刈
り
な
ど
の

農
業
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。

テ
レ
ビ
局
の
取
材
も
あ
る
中
で
、

久
保
田
さ
ん
に
脱
穀
機
の
操
作
方
法

を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
３
ａ
程
の

田
ん
ぼ
を
約
１
時
間
か
け
、
30
㎏
の

籾
袋
９
袋
を
収
穫
し
ま
し
た
。

蹴
球
部
の
伊
藤
雅
範
監
督
は
「
食

事
の
大
切
さ
や
食
べ
物
の
あ
り
が
た

み
な
ど
を
学
べ
た
。
部
員
同
士
の
絆

も
深
ま
っ
た
気
が
す
る
。
今
後
も
積

極
的
に
村
の
方
と
触
れ
合
っ
て
い
き

た
い
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
収
穫
し
た
お
米
は
久
保
田
さ

ん
の
ご
厚
意
で
全
て
高
校
へ
寄
付
し

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

久
保
田
さ
ん
は
「
村
の
中
に
若
い

人
が
増
え
て
う
れ
し
い
。
み
ん
な
仲

良
く
協
力
し
て
や
っ
て
い
た
。
お
い

し
か
っ
た
ら
筑
北
村
産
の
米
を
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い
。
試
合
の
応
援
に
も
い

き
た
い
ね
。」
と
目
を
細
め
て
い
ま

し
た
。

親
元
を
離
れ
県
外
か
ら
村
の
寮
に

住
ん
で
い
る
生
徒
も
お
り
、
都
会
で

は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

 
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校

 
蹴
球
部
農
業
体
験
記
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十
月
十
三
日
（
火
） 

き
さ
さ
げ
夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ
「
国
際
交
流
」
で

あ
る
『
ド
レ
ス
デ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
児
童
合
唱
団
の
学
校
訪
問
』

が
盛
会
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。
午

前
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
地
域
の
方
を

中
心
と
し
た
一
般
参
加
者
が
二
百
名

を
超
え
、
総
勢
で
お
よ
そ
四
百
名
が

合
唱
団
の
歌
声
に
惜
し
み
な
い
拍
手

を
贈
り
ま
し
た
。
コ
ー
ル
・
聖
南
の

『
予
感
』
も
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
、

合
唱
団
の
皆
さ
ん
と
中
学
生
の
距
離

は
い
っ
き
に
縮
ま
り
ま
し
た
。
交
流

給
食
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
力
を
、
交
流
活

動
で
は
き
さ
さ
げ
応
援
団
と
地
域
の

方
の
力
を
お
借
り
し
て
、
日
本
の
心

（
和
食
、
文
化
）
を
伝
え
よ
う
と
生

徒
た
ち
は
交
流
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

「
き
れ
い
な
歌
声
に
ふ
る
え
た

よ
。」「
自
分
た
ち
も
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
た
。」
な
ど
の
声
を
応
援
団

の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
「
透
き
通
っ
た
歌
声
が
響
い

て
す
ご
か
っ
た
で
す
。」「
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
単
語
を
並
べ
れ
ば
伝
わ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。」「
逆
の
立

場
に
な
っ
て
み
た
い
か
も
」
な
ど
、

合
唱
へ
の
思
い
を
深
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
を
知
り
、
外

国
へ
の
目
を
開
か
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
三
年
生
が
応
援
団
の
力
を

借
り
て
作
っ
た
七
宝
焼
き
と
応
援
団

か
ら
い
た
だ
い
た
松
本
手
毬
を
贈
り

ま
し
た
。

き
さ
さ
げ
応
援
団
と
地
域
の
方
々

に
と
て
も
前
向
き
に
準
備
し
て
い
た

10
月
、
第
２
回
目
の
聖
南
中
学
校

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
運
営
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会

は
、
中
学
校
及
び
村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
の
指
導
者
等
が
一
堂
に
介

し
、
部
活
動
の
よ
り
よ
い
あ
り
方
を

求
め
、
お
互
い
の
連
携
を
深
め
る
目

的
で
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

会
議
で
は
、
本
年
度
、
４
月
か

ら
５
月
に
か
け
て
実
施
し
た
全
校
生

徒
対
象
の
朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
様
子

と
成
果
（
朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
昨
年
、

県
か
ら
「
中
学
生
期
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
指
針
」
が
示
さ
れ
、
聖
南
中
と
し

て
の
部
活
動
の
新
し
い
形
と
し
て
検

討
し
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。）、
夏

の
大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
の
報
告
、
次

年
度
以
降
の
部
活
動
編
成
等
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
夏
の
大
会
・

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
報
告

朝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
は
、
体

力
テ
ス
ト
の
結
果
に
表
れ
ま
し
た
。

特
に
長
野
県
中
学
校
女
子
の
体
力

は
全
国
下
位
ラ
ン
ク
に
位
置
し
て
い

ま
す
が
、
聖
南
中
学
に
お
い
て
は
全

学
年
の
男
女
に
お
い
て
、
全
国
平
均

を
上
回
る
か
、
同
等
と
い
う
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
の
大
会
、
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
全
運
動
部
が
中
信
大
会
に
出

場
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
初
の
県

大
会
出
場
、
吹
奏
楽
部
も
初
の
東
海

大
会
出
場
と
い
っ
た
快
挙
が
報
告
さ

れ
、
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
盛

り
上
が
り
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
の
部
活
動
編
成

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
入
学
生

の
減
少
、
少
人
数
化
に
よ
る
今
後
の

部
活
動
編
成
に
つ
い
て
も
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

現
在
（
一
・
二
年
生
）、
各
部
の
部

員
数
は
、
野
球
部
10
名
、
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
９
名
、女
子
バ
レ
ー
部
７
名
、

吹
奏
楽
部
20
名
で
す
。

運
動
部
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
な

が
ら
何
と
か
秋
の
新
人
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
が
、
来
年
４
月
の
入
学
生

の
入
部
状
況
に
よ
っ
て
は
、
来
年
の

新
人
大
会
は
全
部
の
運
動
部
が
単
独

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

・
団
体
の
部
活
動
は
廃
止
し
個
人
種

目
に
変
更
す
る
。

・
人
数
が
足
り
な
い
場
合
は
他
校
か

ら
選
手
を
借
り
て
く
る
。

・
人
数
の
足
り
な
い
学
校
同
士
で
合

同
チ
ー
ム
を
つ
く
り
参
加
す
る
。

な
ど
、
様
々
な
選
択
肢
も
あ
り
ま

す
が
、
委
員
よ
り
「
で
き
る
こ
と
な

ら
中
学
校
の
部
活
動
は
現
在
の
編
成

を
維
持
し
た
い
。」「
部
活
動
の
盛
り

上
が
り
を
止
め
な
い
で
い
き
た
い
。」

と
い
っ
た
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
運
営
委
員

会
は
、
今
後
も
聖
南
中
学
校
の
望
ま

し
い
部
活
動
と
中
学
生
期
の
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
の
あ
り
方
を
探
っ
て

い
き
ま
す
。

だ
い
た
お
か
げ
で
、
生
徒
た
ち
だ
け

で
は
伝
え
ら
れ
な
い
日
本
文
化
を
伝

え
る
と
共
に
生
徒
自
身
も
日
本
文
化

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
き

さ
さ
げ
応
援
団
の
力
で
大
成
功
し
た

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

体
育
館
に
響
き
渡
る
透
き
通
っ
た
歌
声
と
学
校
中
に
あ
ふ
れ
た
笑
顔

～
合
唱
団
と
聖
南
中
生
徒
、
き
さ
さ
げ
応
援
団
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
～

指揮者ギュンター・ベルガーさんと43名の合唱団

書道体験

水、月、山、目、耳など
用意していただいたお手
本を選び、中学生と一緒
に書道をしました。

折り紙体験

鶴、かぶと、風船、
紙 飛 行 機 な ど 中 学
生 も 一 緒 に 折 り ま
した。

茶道体験

畳 が あ る 和 室 で 正
座。お茶をたててい
ただきました。

木工作体験

応援団作で１、２年
生 が 仕 上 げ た 組 木
で一緒に遊び、プレ
ゼントしました。

太鼓体験

はっぴを着て、太鼓
の打ち方を学び、思
い っ き り 太 鼓 を 打
ちました。

日本のあそび体験

コマ、けん玉、メン
コ、竹とんぼなど中
学生も一緒に遊びま
した。

和服の着付け体験

羽織を着て生徒が描
いた富士山と桜の絵
の前で撮った写真を
プレゼントしました。

 

聖
南
中
学
校

　  

部
活
動
の
未
来

10
月
11
日
に
浜
松
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
中
部
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
本

大
会
の
小
編
成
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

中
学
校
小
編
成
の
部
に
は
、
16
校
が
進
み
３
位
ま
で
の
入
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
堂
々
の
金
賞
の
4
位
を
受
賞
し
ま
し
た
。

先
回
は
聖
南
中
学
が
東
海
大
会
に
出
場
し
、
今
回
は
筑
北
中
学
の
本
大
会
出

場
と
い
う
快
挙
が
続
い
た
こ
と
は
、
担
当
の
先
生
の
ご
指
導
や
保
護
者
の
方
の

ご
尽
力
は
元
よ
り
、
生
徒
達
が
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
て
の
懸
命
な
努
力
が

あ
っ
た
為
と
思
い
ま
す
。　

筑
北
中
学
吹
奏
楽
部

中
日
コ
ン
ク
ー
ル
小
編
成
の
部
・
本
大
会
出
場

金
賞
・
四
位 

獲
得
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肌
寒
さ
を
感

じ
る
朝
で
し
た

が
、
音
楽
会
が

始
ま
る
と
児
童

達
の
大
き
な
歌

声
と
熱
気
で
体

育
館
が
温
ま
り

ま
し
た
。

合
奏
・
合
唱

共
に
、
基
本
で

あ
る
音
出
し
や

発
声
が
き
ち
ん

と
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
し
、
要

所
要
所
に
工
夫

の
凝
ら
し
た
素

晴
ら
し
い
音
楽

会
で
し
た
。

晴れ渡る青空の下、小学校
の運動会が行われました。
筑北小学校は、第１回目。
両校とも、児童達は全力投
球です。

小学校運動会

筑北小学校
スローガン

ベストを尽くせ
夢に向かって 坂井小学校

スローガン
気持ちを１つに 
して咲かせよう

53 人の花

音
楽
会
・
坂
井
小
学
校

き
ま
っ
た
!!

お祭りあり !!

琴の演奏あり !!

変
化
し
た
の
は
？

全力ではしれ～！

お父さんも、全力で

ジャンプ !!

年長・年中さん

によるリズム。

「これがにほんの

おまつりさ！」

かっこいい！

お父さん、お母さん、
おじいちゃん、おばあちゃん
みんながんばって！！

年長さんによる四阿屋こだま太鼓。

みんなバッチリきまってました！

10 月３ 日（土）快晴
筑北ひまわり保育園と坂井保
育園で盛大にうんどうかいが
行われました。

うんどうかいだよ、
エイエイオー！

　

コ
ラ
ムき

の
こ
の
話

今
年
の
秋
は
き
の
こ
が
豊
作
で

新
聞
な
ど
で
も
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
嫁
に
来
て

か
ら
山
を
歩
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
今
年
は
雑
き
の
こ
が
と
て
も

多
く
出
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
私

が
分
か
る
き
の
こ
は
ほ
ん
の
数
種

類
だ
け
で
す
が
、
似
た
も
の
が
多

く
て
本
当
に
難
し
い
で
す
。
同
じ

き
の
こ
で
も
た
く
さ
ん
の
呼
び
名

が
あ
っ
て
こ
の
辺
で
は
「
コ
ム
ソ

ウ
ダ
ケ
」
と
呼
ば
れ
た
り
「
シ
ョ

ウ
ゲ
ン
ジ
」
と
呼
ば
れ
た
り
う
ち

で
は
そ
の
き
の
こ
を
「
松
シ
メ

ジ
」
と
呼
び
ま
す
。
地
域
に
よ
っ

て
松
シ
メ
ジ
は
毒
き
の
こ
の
名
前

だ
そ
う
で
す
。
シ
メ
ジ
と
名
の
つ

く
き
の
こ
は
と
て
も
多
く
て
、
見

分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私

は
知
っ
て
い
る
も
の
し
か
採
り
ま

せ
ん
。

ま
た
今
年
は
き
の
こ
採
り
に

行
っ
て
の
遭
難
事
故
や
滑
落
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
も
多
く
聞
き
ま
し
た
。

き
の
こ
探
し
に
夢
中
に
な
っ
て
い

る
と
危
な
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん

も
お
気
を
つ
け
下
さ
い
。
ま
た
来

年
も
豊
作
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Ｒ
Ｅ
Ｉ
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支
援
学
級
の
お
楽
し
み
会

館
報
編
集
後
記

今
年
の
紅
葉
は
本
当
に
綺
麗
で
し

た
。
最
近
写
真
に
は
ま
っ
た
私
は
、
美

し
い
景
色
を
求
め
て
村
を
散
策
し
て

は
撮
影
し
「
こ
の
ア
ン
グ
ル
最
高
」
な

ど
と
自
己
満
足
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。

自
信
作
（
個
人
の
感
想
で
す
）
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ほ

か
の
人
に
も
見
て
欲
し
い
と
い
う
思

い
か
ら
で
す
が
、
多
少
は
自
己
顕
示
欲

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
間
誰
し

も
注
目
さ
れ
た
い
、
認
め
ら
れ
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
る
も
の
で
す
が
、
最
近

の
自
撮
り
ブ
ー
ム
（
文
字
通
り
自
分
を

撮
影
し
ネ
ッ
ト
上
に
投
稿
す
る
こ
と
）

に
は
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。
観
光
地
で

は
ス
マ
ホ
を
片
手
に
景
色
を
背
景
に

自
分
を
映
し
て
い
る
方
を
た
く
さ
ん

見
か
け
ま
す
。
記
念
に
残
し
た
い
気
持

ち
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
一
般

公
開
す
る
の
は
首
を
傾
げ
ま
す
。
投
稿

す
る
事
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
す
ぎ

て
、
本
当
に
自
分
の
目
で
景
色
を
楽
し

ん
で
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
現
実
の

景
色
は
ス
マ
ホ
の
小
さ
な
四
角
い
画

面
に
は
収
ま
ら
な
い
の
で
す
か
ら
。

記
録
よ
り
記
憶
に
残
し
た
い
…
と

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

 

Ｋ
ｏ
ｂ
ｏ–

Ｃ
ｈ
ａ
ｎ

今
年
度
４
月
か
ら
統
合
し
た
筑
北

小
学
校
内
の
支
援
学
級
：
お
ひ
さ
ま
・

そ
よ
か
ぜ
学
級
の
親
子
・
先
生
た
ち

に
よ
る
お
楽
し
み
会
が
、９
月
23
日
・

坂
北
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

今
回
は
、
手
作
り
焼
き
鳥
を
作
る

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
み
ん
な
思
い

思
い
に
、
ネ
ギ
や
鶏
肉
を
串
に
さ
し

て
、
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
以
外
の
お
肉
と
一
緒
に

親
子
で
焼
き
な
が
ら
、
他
の
子
供
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

焼
肉
を
食
べ
終
わ
り
、
子
供
た
ち

と
男
親
に
て
碩
水
寺
ま
で
、
散
歩
に

行
き
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
秋
を
感
じ

な
が
ら
の
お
散
歩
は
、
み
ん
な
楽
し

く
て
、
せ
が
ま
れ
て
肩
車
を
し
て
歩

く
風
景
が
あ
り
ま
し
た
。

散
歩
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
の
ど

が
乾
い
た
と
こ
ろ
に
、
ス
イ
カ
が
待

っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
楽
し
そ
う

に
食
べ
て
、
終
わ
り
の
会
を
し
て
解

散
を
し
ま
し
た
。

こ
の
お
楽
し
み
会
は
、
子
供
た
ち

が
、
校
外
で
の
学
級
内
の
子
供
た
ち

と
保
護
者
と
支
援
学
級
の
先
生
が
一

堂
に
集
ま
り
、
普
段
と
違
う
団
体
活

動
に
ふ
れ
あ
い
、
ま
た
保
護
者
と
先

生
方
と
の
情
報
交
換
が
出
来
る
場
で

も
あ
り
ま
し
た
。

む
と
登
山
口
に
到
着
し
ま
す
。
登
山

口
は
か
つ
て
安
養
寺
の
奥
の
院
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
場
所
だ
そ
う
で
す
。

登
山
道
を
ゆ
っ
く
り
登
っ
て
い
く

と
展
望
の
よ
い
頂
上
に
着
き
ま
す
。

頂
上
に
は
千
曲
市
側
の
社
殿
の
他

に
、
か
つ
て
永
井
村
で
建
て
た
と
さ

れ
る
祠
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た

方
た
ち
は
、

「
天
照
大
神

が
戸
隠
に

行
く
途
中

で
一
休
み

し
、
冠
を

置
い
た
こ

と
か
ら
冠

着
山
と
名

が
付
い
た

と
い
う
説

も
あ
り
ま

す
。
鎌
倉

時
代
に
は
修
験
者
も
参
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
。」
な
ど
の
説
明
を
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

高
浜
虚
子
の
句
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

冠
着
山
は
、「
姨
捨
伝
説
」
や
「
月

の
名
所
」
で
有
名
で
す
が
、
奈
良

10
月
24
日
（
土
）
筑
北
村
公
民
館

主
催
の
里
山
探
訪
講
座
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

登
山
は
奈
良

時
代
、
東
山
道
支

道
の
古
峠
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

紅
葉
が
真
っ
盛

り
の
山
道
を
進

平
安
の
昔
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
、

人
々
に
親
し
ま
れ
た
山
で
あ
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

月
夜
の
冠
着
山
を
眺
め
る
と
き
、

和
歌
や
先
人
た
ち
を
思
い
浮
か
べ
て

み
る
の
も
良
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

筑
北
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
10
月
17

日
（
土
）
南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
目
と
な
る
今
回
の
大
会
は

43
名
の
方
が
参
加
し
、
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
思
い
思
い
に
ゴ

ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
40
代
前
半
か
ら
70
代
後
半

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
集
ま
り
、
ゴ

ル
フ
を
通
し
て
の
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

結
果

・
優
　
勝
　
　
西
沢
君
夫
さ
ん

・
準
優
勝　
　

関
﨑
和
儀
さ
ん

・
第
３
位　
　

窪
田　

至
さ
ん

 

筑
北
村
民

 

ゴ
ル
フ
大
会
開
催

 

里
山
探
訪
講
座

 　

冠 

着 
山

　
　
更
科
や
姨
捨
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
月
ぞ
こ
れ

ここは古峠

木々の紅葉がキレイです永井村の祠

敬
老
会
の
風
景

農
作
業
も
一
段
落
し
、
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
敬
老
会
に
合
わ
せ
て
色
々
な

催
し
も
の
も
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
集
ま

り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
部
地
域
で
す
が
、敬
老
会
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

坂井地区・上安坂地域
マレットゴルフと宴会をしま
した。
関川村長もご出席されました。

本城地区・
八木地域

相沢病院・看護
師の植木先生を
お招きしての講
演会と宴会をし
ました。

坂井地区・上永井地域
マレットゴルフと宴会。
宴会では、スコップ三味
線の演奏者をお呼びして
の演奏がありました。



子育て支援センターだより
☎ 22-66-2975
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陽光の弱まりとともに日の暮れも早く
なり空気の冷たさに冬の気配を感じる今
日この頃です。

寒くなるとついつい重ね着をしてしま
いがちですが、子どもたちはよく動くの
で大人が思うより体温が上がっていま
す。肌着で上手に保温をして厚着になり
過ぎないようにしましょう。

パパに「高い、高～い」やお馬さん
ごっこで遊んでもらうのが大好きなな
なみちゃん。パパの仕事がお休みの日
に家族で遊びに来てくれました。押し
車を押したり三輪車に乗りとってもい
い顔で遊んでいます。「いないいない

ばぁー」が好きでよく楽しんでいるそうです。「育児にとても
協力的なパパです。」とママもにっこり笑顔です。

朝、起きて「きょうもセンター行く！」
とセンターで遊ぶことを楽しみにしている
というえいと君。「トランポリンが好きなん
だよ。」と言い、高くたっくさ～ん跳ねて元
気いっぱい遊んでいます。弟のまなと君に
おもちゃを貸したり抱っこしたりかわいが
る仲良し兄弟です。おじいちゃんおばあちゃ
んと一緒に田畑に行きカエルやドジョウを
見つけたり、きゅうりを収穫したりと自然
豊かな環境を大いに楽しんでいるそうです。

まなと君は、這い這いがとても上手
になり、遊びたい物をみつけると目的
に向かって GO! そしてニッコリ。お兄
ちゃんのえいと君の真似をして遊びた
いのですが今はまだ気持ちだけ一緒で
す。アンパンマンが大好きで本を見た
り、マスコットをギュッと抱っこした
りしているかわいいしぐさに家族も自
然と微笑んでいるそうです。

～落ち葉散りゆく頃～ センターをよく利用していただいている方々の紹介！

宮澤　万美さん　瑛
え い と

斗くん　学
ま な と

斗くん

根石　亮さん　咲由里さん　菜
な な み

々美ちゃん

12 月、1 月の行事予定
＜時間正確に集合してください＞

12月
日 に ち 内 容

01 日（火） 保育園開放日
（坂井保育園）

４日（金） 運動あそび
７ 日（月） リラックス　ヨガ

（麻績村保健センター）
10 日（木） クリスマスお楽しみ会

～サンタさんに会えるよ～
14 日（月） ベビーマッサージ
17 日（木） 誕生会（11、12月生まれ）

カノン trio による
～クリスマスコンサート～

１月
日 に ち 内 容

14 日（木） 保育園開放日
（筑北ひまわり保育園）

18 日（月） ベビーマッサージ
21 日（木） どんぐりくらぶ

～くりちゃんチーム～
28 日（木） 保育園であそぼう

（筑北ひまわり、坂井）

＜センターへの持ち物＞
飲み物（水かお茶）、おむつ、おしり拭き、着替え、お手ふき、ティッシュ、ごみ袋など各自必要な物
※行事へは、サポートノート、筆記用具をお持ちください。

あそびに
来る方へ

子育ての心配を誰かに相談したい、話を聞いてほしいなど、お悩み等が
ありましたらいつでも遠慮なくご相談ください。

※詳しくは「にじいろカレンダー」をご確認ください。
・平日 11 時からは読み聞かせ等おこなっています。

子育て支援センターでは、９月３日（木）に関
川村長をはじめ、多くのご来賓の方々をお招きし、
未就園の親子の「おひさまの森運動会」を開催し
ました。

みんなで、準備体操「ぐるぐるどっかーん！」
をした後、親子でかけっこ・はいはい競技「アン
パンマンめざして」やかわいいにわとりさんが出
てくる「ボールころがし＆たまごコロコロ」、バ
タコさんからアンパンをもらってアンパンマンに
届ける「おんぶがいい？だっこがいい？」、鉄棒
や滑り台、平均台やＬ字トンネルを通る「サーキッ
トあそび」など来賓の皆様にも参加して頂いて、
親子で運動を楽しみました。　 

ごほうびに手作のアンパンマンメダルを宮下教
育長から頂いて、ニコニコ笑顔の子どもたちでし
た。最後に全員で記念撮影をして「おひさまの森
運動会」が終了しました。お父さん、お母さん、
おばあちゃんも笑顔があふれていました。

親子でニコニコ「おひさまの森運動会」

う
ん
ど
う
か
い

ハロウィーン

たかい・たかい！

あんと！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
未
就
園

児
の
子
ど
も
達
と
お
母
さ
ん
で
、

本
城
の
庁
舎
に
出
か
け
ま
し
た
。

『
お
か
し
　
あ
り
が
と
う
！
村
長

さ
ん
』
可
愛
い
子
ど
も
達
に
、
し

ば
ら
く
の
間
仕
事
の
手
を
や
す
め

て
い
ま
し
た
。

９月 10 月の誕生会
お話しポケットのみなさんに
よるパネルシアター

トリック・オア・トゥリート
おかしをくれないと
いたずらしちゃうぞ！

ウェルネス高校の
おにいさん
ありがとう

ウ
ェ
ル
ネ
ス
高
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら

も
、
お
菓
子
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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図書館移転に伴うお知らせ
新図書館開館準備に伴い、本城図書室は 11 月 29 日（日）

筑北村図書館は 12 月 27 日（日）をもちまして閉館致します。
村民のみなさまには、しばらくの間ご不便をお掛けしますが、

よろしくお願いします。
新図書館は、来年の 4 月、坂北支所に開館予定です。

開 館 日
本城図書室
● 11月の開館日は
火曜日：13:00〜 17：00
土曜日： 9:00〜 18:00

●毎週日・月・水・木・金曜日は休館日
になります。

筑北村図書館
● 11月 12月の開館日は
金・土曜日：13:00〜 18:00
火・日曜日： 9:00〜 18:00

●毎週月・水・木曜日は休館日になります。

筑 北 村 図 書 館 だ よ り
講談社創業 90 周年読書推進事業

10月16日（金）　坂北体育館におはなし隊がやってきました。

キャラバンカーの中にはたくさ
んの絵本があり、保育園のみな
さんとても楽しそうでした。

キャラバン隊の隊長さんが絵本
や紙芝居などの「よみきかせ」
をしてくれました。

11月1日（日）〜29日（日）まで読書月間です。「読書の秋」たくさん本を読みましょう。

青空の下、笑顔で
絵本をよんでいました。

〜おすすめ本〜

本、だ〜いすき！
ジュディ・シエラ文
マーク・ブラウン絵

職業としての小説家
村上　春樹著

草雲雀
葉室　麟著

信州の里山トレッキング
東北信編

林　盛幸写真・文

ママがおばけに
なっちゃった！

のぶみ作

はなちゃんのみそ汁
安武�信吾・安武�千恵・安武�はな原作

魚戸　おさむ文


